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芸文学会シンポジウム「書物の世紀末」
(1995年12月 8 日，於・北新館ホーノレ）

司会：巽孝之（本塾文学部助教授）

講師：高山 宏（東京都立大学教授）

高宮利行（本塾文学部教授）

荻野アンナ（本塾文学部助教授）

書物の起源と書物の拡散

巽孝之（司会）：

それでは大変長らくお待たせいたしました。「書物の世紀末」というこ

とで本年度の芸文学会シンポジウムを始めたいと思います。パネリストと

しては，まず英文学の高官利行先生，仏文学の荻野アンナ先生，それから

東京都立大学から文化史の高山宏先生にお越しいただきました。最初に各

人それぞれ20～25分ずつプレゼンテーションをして，できれば最後にまた

一巡あるいは補足などできればと思います。

どうして「書物の世紀末」というテーマに決まったかといえば，高官先

生の主要な御著書に『西洋書物学事始め』（青土社）というのがあり，そ

れから高山先生の主要な御著書の中に『テクスト世紀末』（ポーラ文化研

究所）というのがあり，荻野先生も『ラプレー出帆』（岩波書店）の中で

メタ書物論を展開しておられ，非常に安易で、はありますが，それらを混ぜ

合わせたら出来上がったんですね。もちろん，今日「書物」のイメージと

一言でいってもそれは必ずしも単一のものでなく，非常に拡散していま

す。しかし，だからこそ一方で書物の起源も考えなければならないだろ

う，その両方のどちらを失っても議論にならないだろうと考えました。
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ちなみに，私自身の専門はアメリカ文学ですが，たとえばダーウィンが

『種の起原j という本を 1859年に出してすぐ，それを読んだへンリー・デ

イヴイッド・ソローが『種の拡散J という本を構想したという経緯があり

ます，それを応用してみると，たとえば書物の起源と書物の拡散というこ

とを今日の重要な問題として考え直すことができる。今日われわれは，書

物というのは非常にナチュラルで透明な，ふだんあまり意識しなくてもす

むもののように感じ取っているわけですけれども， じっきいにはハイテク

の進展とともに書物に関する観点が今日非常に多様化して，そのためいろ

いろな形で書物論が隆盛をきわめている。ここで一応私としては三つのポ

イントを考えました。

第一は，グーテンベルク以降の書物の考古学というか博物史や書誌学。

第二は，アナール学派以後の新しい歴史学に即した書物の歴史学や読書

の文化史。

第三は，マクルーハン以後のメディア・テクノロジーにおける，今日で

はたとえばハイパー・テクストであるとか電子ブックと言われているよう

な，いわゆるサイバー・カルチャーにおける書物概念の変貌です。

そういう三つの段階で考えると一体どうなるか。第一点の書物の考古学

については，後で高宮先生から詳しいお話があると思いますが，基本的に

グーテンベルク革命がもたらしたのは，人聞が活字を制御するというより

も，活字によって逆に人聞の思考形態が秩序化きれる，整序化きれるとい

うパラダイム・シフトだったことを指摘しておかなくてはなりません。昨

今のアメリカ文学思想史においては，もともと活字印刷は一種のメディ

ア・テクノロジーの起源であると同時に，それ自体が植民地主義と無縁で

はない， ということが明らかになってきました。活字によって残きれる歴

史の記述が，植民地主義を促進する。これはコロンブスからピューリタ

ン，はたまた16世紀に来日したイエズス会に至るまですべて同様だと思い

ます。それから，たとえばアメリカのグーテンベルクとも私が考えている

建国の父べンジャミン・フランクリンなどは，自分の人生そのものを書物

と見立てておりました。若い頃にどんなに過ちを犯しても，それは誤植の
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ようなものだから，年をとってからいくらでも訂正すればよい，というこ

とをわりと真面目に考えていた人ですね。まとめれば，書物を書くという

のは，歴史を造るのと同義で、あるということです。

第二点に移りますと，今世紀，アナール学派以後の新しい歴史学の影響

によって，これまでわれわれは文学史というのは作者の歴史だと，思ってき

たわけですが，その一方で、読者の歴史というのもあるのではないか， とい

うもうひとつのパラダイム・シフトがおこり，これが非常に大きく書物観

の拡散に加担しそれで書物に関する書物という問題意識が今日浮上する。

これは後ほど荻野さんからラプレーを例に論及があると思います。いまで

もウンベルト・エーコやジョン・パースやスタニスワフ・レムまで，現代

文学で「メタフィクションJ とも言われる書物に関する書物，文学に関す

る文学を探求する傾向は，新しい歴史学の勃興と連動して露呈している。

この方向をさらに押し進めると，荻野さんが御著書『ラプレー出帆』の

中で書かれている不在の書物や架空の図書館というイメージに結実する。

それからつい最近でも，ベルギーの書物の文化史家であるジャン・クロー

ド・フランソワ・ジルモンの『消えた印刷職人』のように，自分自身が架

空の作者を担造して書物を書く，歴史学者が自分の知識をフル活用して小

説を書くというケースもあります。批評理論の歴史から言うと，記号論以

後，バルトやフーコー以後，われわれは書物を読むというだけでなく，世

界のあらゆる事象を書物を読むように読む，つまり世界は書物のように読

むことができる， というモデルを特権化してきたわけですね。

それから第三点の，マクルーハン以後のメディア・テクノロジーという

話です。これはおそらく後になると言及する時間はないと思うのですけれ

ども，ハンドアウトの中に作家のウィリアム・ギブスンと芸術家のデニ

ス・アッシュボウが共作した『アグリッパ』という前衛作品の写真が入っ

ておりますのでごらんください。今日百科全書的な伝統の見直しがきかん

になっていますが，この点，後で高山先生の方から 17～ 18世紀中心のお話

があると思います。それは今日ハイパー・テクストと呼んでいる電脳文化

に非常に近いのではないか，むしろそのアーキタイプだったのではないか
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というのが私の所感です。ただし一方で、，そうしたサイバーメディアを根

本から皮肉る作品もある。たとえばこの『アグリッパ』というアート・ブ

ック，これは古い書物があたかもどこかから発掘されて出てきたような形

をしていますけれども，その中にフロッピーディスクが埋め込まれてい

て，内容を読もうとすると，テクストファイルが画像に映し出きれるや否

や自己消去してしまう。たしかにテクストが書かれているんですが，その

テクストたるや，あたかもマラルメやボルへスのヴィジョンを具体化する

かのように，自己消去プログラムが内蔵されたテクストであるわけです。

ところがここで肝心なのは，自己消去してしまったら読めないはずのナラ

ティヴを，コンビュータ・ハッカーがみごとに解読してしまい，ネットに

流してしまった。読めないといつことを前提にハイテク・メディアを皮肉

ろうとしたテクストそのものを，今日無理矢理にでもメディア・テクノロ

ジーを駆使して読んでしまう，そういう新しい読者像が登場しているわけ

です。その場合，解読された内容よりも解読行為それ自体が快楽の源泉な

んですね。コンビュータ・ハッカーというのは，高度情報化時代の読書の

パラダイム・シフトを象徴しているのかもしれない。

じっきいマクルーハン以後のメディア・テクノロジーにおいては，今日

われわれが事実と，思っているもの自体が，テレビ，ラジオないし新聞によ

って伝えられてくるわけですけれども，それもまたより壮大な虚構によっ

て支えられているテクストであるというのが自明の前提になっている。虚

構と現実の境い目が，ハイテクが進化すればするほど非常に暖昧になって

くる。虚構の中で書かれていることと現実の区別がつかなくなるとドンキ

ホーテ症候群が顕在化して，たとえばオウムによるテロのようなものさえ

起き℃くる。その意味で，虚構が現実に伝染，侵食してくるという事態も

あるとすると，書物はまた姿を変えるばかりか知らぬ聞に現実を変えてい

るかもしれない。アメリカの作家ウィリアム・パロウズは言語はウイルス

であると言ったわけですが，今日では書物がウイルスかもしれません。

以上は，書物のイメージがそれぞれグーテンベルク以後，アナール学派

以後，マクルーハン以後でいかに変容を遂げ拡散したかというラフスケッ
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チにすぎませんが，このあたりで，導入部をしめくくりたいと思います。

それでは高官先生から。

印刷術の世紀末

高宮利行

二十世紀もあと何年といフという時代になりましたので，明らかに，今

我々は世紀末におります。ちょうど今から五百年ぐらい前，中世から近世

に入る頃， ヨーロッパでは，グーテンベルクといフ人物が，発明したので

はないと思いますが，改良して実用に供した活版印刷術が現われて，書物

の大量生産が可能になりました。これを第一のグーテンベルク革命と致し

ますと，今，活版印刷から離れてコンビュータ，マルチメディアの時代に

なった現在は，第二のグーテンベルク革命の時代ではないか。となれば，

中世から近世にかけてどういうことが起きたか，それを今一度振り返って

みることが必要で、はないか，第一グーテンベルク革命から第二のグーテン

ベルク革命に移動するときに，起こるかもしれないこと，我々が注意しな

ければならないことについて，何らかの示唆が得られるのではないか，そ

ういうことをお話したいと思います。お手元には私のハンドアウトがある

かと思いますが，状況に応じてご参照頂きたいと思います。

我々が普段読む書物，印刷されて出版された書物，これを本屋や，ある

いは図書館で見るわけですが，今私は「出版する」という言葉を使いまし

た。英語で、は“publish”といいますが，この“publish”という言葉を，『オ

ックスフォード英語辞典J で調べてみますと，まず，「公にする」という

意味で， 1330年頃に使われてるんですね。これは別に書物を出版するとい

う意味ではありません。その後に，「書物を出版するJ という意味では

1450年頃に，最初の用例が見られます。実は， 1450年頃というのは，まだ

イギリスでは，印刷術は始まっておりません。やっと， ドイツのマインツ

という所でグーテンベルクが活版印刷術の実験に成功したかどうかという

時期であります。面白いことにまだ活版印刷が普及する前から，実は，

「出版する」という概念はあったということです。ではいったい何を以て
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出版する， ということになるか， といいますと，著者が手で書いた，いわ

ゆる写本とか原稿とい 7 ものを，清書させて，自分が尊敬する，あるいは

計算づくで，この人に献呈するとお金がもらえるな， と d思ったパトロンに

対して差し上げる。そして，その儀式が終わりますと，その書物は自由に

転写をして他の人も読むことができるようになる，このことを「出版す

る」という意味で使うようになりました。ですから中世においては，また

十八世紀ぐらいまでは，ヨーロッパにおいては，物を書く人物と，それを

受け取って，「ご苦労きん」といってお礼を上げるパトロンとの関係が，

きわめて重要だったのです。これはグーテンベルク革命あるなしに関わら

ず，中世から近世にまでずっと続いてきた，出版に関する一つの習慣であ

ったといえると思います。今の若い方々には，「パトロン」なんて言葉を

聞くと，なんか怪しい，穏微な，でも憧れたりなんかする（笑），そうい

う面があるかも知れませんが，この場合には，経済的にバックしてくれる

ーーというと今も同じ意味か（笑）一一ちょっと違うわけでありますが，

その辺はご賢察頂きまして，かなり立派な位の聖職者であるとか，あるい

はお金持ちの貴族が，自分の周りに，文人たちを侍らせて，そして書いて

くれた作品に対して転写の許可を与える，これが出版の最初だろうと思い

ます。それを示すょっに，献呈された豪華な書物の最初には，手書きで美

しい挿し絵がついていて，作者が，あるいは写本を転写したその人物が，

パトロンに対して献呈している場面を描いた絵が付けてある場合が多いの

です。とりわけブルゴーニュ公園の宮廷ではよくみられました。

中世以来近世に至るまで，出版が可能で、あったのは，写本を写す部屋と

か，あるいは印刷所とかというものが，存在していたほかに，パトロンが

いたわけです。これは今の状況とは違いますので，覚えておく必要があろ

うかと思います。この状況が変わったのがいつごろかというと，十八世紀

の半ばに象徴的な事件が起ります， 1755年に，サミュエル・ジョンソン

が，英語の辞書を出版するのですが，出版に際して，経済的な庇護を得ょ

うとしてチェスタフィールドという貴族のもとに，この出版について経済

的な援助をお願いしたいという手紙を書いたところ，それを無視されてし
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まう。そしてこの辞書が出版きれる直前になってチェスタフィールド卿

は，ジョンソンに返事をくれて，あの時のことだが，何なら面倒見てやっ

てもいいよ， という返事を出します。それに対してサミュエル・ジョンソ

ンが書いた有名な，「パトロンへの決別の手紙j というのが残っておりま

す。内容については，ご存じの方もあろうと思いますが，夏目激石が，十

八世紀の英文学論，『文学評論』の中でこれを美しい候文にしております。

ここでは読み上げませんけれど。要するに，パトロンというのは，著者が

お金がなくて経済的な援助を必要とするときには知らん顔をしておいて，

その後たいへんな苦労をして出版に漕ぎ着けた時に，おいどうだい，助け

てやろうかというものなのでしょうか，という言葉から始まって，敢然と

してパトロンの援助を断るという手紙なのです。この手紙が，今我々が読

めるというのがとてもおもしろいですね，考えてみると。だってこの手紙

をもらったチェスタフィールドは，ちゃんとそれをどこかのファイルに入

れておいたのでしょうか。普通だったら生意気な！と破くはずで、しょう。

サミュエル・ジョンソンの所に写しがあったのでしょうか。わざとそれを

リークしたのでしょうか。そういうことを考えても大変おもしろい状況が

あるんですね。このころはコピーの機械がありませんから，みんな写しを

とっておしそこから今我々は読むことができるんだろうと思います。

要するにヨーロッパにおいては，十八世紀の後半になりますと，それま

での作家とパトロン，あるいは芸術家とパトロン，という関係が変化しま

す。パトロンがいなくなる，それは，パトロンとして重要な役目を担った

階層が，だんだん経済的にも面倒を見ることができなくなった，つまり貴

族の没落という状況もあります。そして当然ながら，関係が変わります。

どう変わったかといいますと，出版社と作家の関係となって，そこから印

税がでてきます。私たちが書物を出版しますと，今は慣行によってたいて

い定価の，十ノf一セント，翻訳の場合には，高山先生あたりはかなりのパ

ーセントをもらうかも知れませんが，私はだいたい三ノマ一セントぐらいし

かもらえない。力関係によって変わるのですが，そういう「印税J という

概念が出てきたのです。
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画家の場合は，それまでなかった画商という職業が生れました。自分が

描いた絵を預かつておいてよい顧客を見付けてくれる人，その画商に生活

の面倒を見てもらう。作曲家はどうしたかといえば，ベートーべンなんか

も，生活をするのには十分なパトロンからの庇護はもらえなかった。その

結果，ピアノの家庭教師で稼ぐか， 自分が作曲した作品を銅版で出版して

印手見を得る。それまでは， ミケランジエロであろうが，ダ・ヴトインチであ

ろうが，あるいはバッハであろうが，みんなノf トロンによって十分生活が

保障された中で芸術活動を行なったのですが，厳しい社会の現実的な側面

に直面するのが十八世紀の終わりぐらいでした。十九世紀の始めからは現

在と同じになるわけであります。そしてそれが今までずっと続いているわ

けで，巽先生も荻野先生もみんな出版したものについては印税を頂いてい

る。

著作権の問題と印税はマルチメディアの時代になったらどうなるんだろ

う。著者は何か法律によって守られるだろうか。これ実はたいへんな問題

のようでありまして，先日アメリカのある大学の図書館長が講演したと

き，同じ質問が出ました。これから先コンビューターを使って情報をどん

どん読者に与えるよフになったときに，果たして著者の著作権と，それに

伴う印税は守られるのであろうか。答は難しいということでした。この後

もの書く人がいなくなるかもしれない。そういう時代でありますのてコ明

らかに書物における出版の側面が変わりつつあるのではないか。このこと

をまず申し上げておきたいと思います。

もう一つは，大きな革命が起きて，文化が一つの形態から次の形態へ移

るときに，必ず，ボトルネック現象が起きます。要するに新しい動きに対

応できるものだけが生き残り，必死になって細い穴に殺到する他の者はと

り残きれてしまう。どういうことか，例を挙げますと，例えば，ここには

英文科の学生諸君がいますが，英文学史を習うと，最初に『べーオウル

フ』という，普通あまり読まれないすばらしい作品が出てきます。これ

は，説によっては九世紀とか十世紀とか，そのくらいに作られたといわれ

ておりますが，これが出版きれたのは，十九世紀の初頭，しかもイギリス
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ではなくコペンハーゲンにおいてでした。それまでは，ほとんど『べーオ

ウルフj について言及きれるとはありませんでした。だいたい中世後期の

人も，また近世のルネサンスの人も，読もフと，思っても難しかったから読

めないぐらい，ほんの一握りの学者だけが読めるような作品でした。言葉

が古くて難解な作品は，印刷術が生まれでも無視されて，次の世代には，

継承されませんでした。わずかに生き残ったのは，私が知るかぎり，英文

学では，チョーサーの作品集と私が関心をもっております『アーサー王の

死J という物語だけといってよいでしょう。これらは印刷業者キャクスト

ンが出版し，その後も次々に印刷されて，今に至るまでほぼ切れ目なく読

者を獲得してきました。積み残きれた作品はどうしたかというと，これま

たよくしたものでありまして，ある時期に「振り返り現象」というのが必

ず歴史では起きます。“looking back，，で、す。昔何かあったはずだと，思って

探す。ヨーロッパでは，十八世紀の終わりから十九世紀いっぱいにかけ

て，中世趣味とか中世主義とかと呼ばれる運動が起こりました。産業革命

が発展したヴィクトリア朝では，生活はよくなったけれど何か大事なもの

が忘れ去られていたのではないか，むしろ今よりも過去の中世の方がよか

ったのではないかということで，中世のものに高い評価が与えられまし

た。そうしますと，グーテンベルク革命で十五世紀後半に印刷術が始まっ

たときに忘れ去られていた中世の作品が次々と発掘されて，写本から校訂

きれて再ぴ日の目を見ます。実はアーサー王のロマンスのほとんどは一一

マロリーの『アーサー王の死』は，連綿として出版きれ続けましたが一一

他のアーサー王ロマンスは，十八世紀後半から十九世紀になって発見され

たものなんです。そういうふうに中世英文学史を読みかえることもできま

す。我々は普通，一番古い作品はこれて二次にできたのはこれだというふ

うに，いわゆる編年体で勉強しますけど，英文学受容史という点で考えま

すと，実は全然違う順番になり得ます。これはおそらくイタリア文学でも

フランス文学でもあり得ることだろうと考えています。

もう一つ，重要なことを申し上げましょう。著作権，つまり書いたもの

は書き手にある程度の権利が残っているという考え方は，いつごろから出

-134- (93) 



てきたのかと，思って調べてみますと， 14世紀イタリアのペトラルカやボッ

カチオにも例がありますけれど，皆自分の作品が印刷きれる前の写本時代

です。手書きで写すときに写字生が間違えてばかりいる，困ったもんだ，

また自分の知らない聞にどんどん間違えて転写が進んで，自分の手の届か

ない所にいってしまう，これじゃ困る，すべからく作品は作者の許可のも

とに転写すべし，ということをペトラルカは手紙のなかで主張していま

す。この辺りが実は近代の我々にまでつながる著作権というものの意識の

初まりではないかと思います。今日の壇上にいるのはヨーロッパの文学専

門家ばかりなので，後で是非，中国とか日本ではこの意識がいつごろから

どういうふうに生まれてきたのか，フロアの方からご意見をたまわりたい

というふうに思いますけれども，少なくともヨーロッパにおいてはそうで

した。

今度は出版のことでいいますと，実は，十九世紀になってから，突然一

人の詩人とか一人の作家とか有名人が現われて，おびただしい数の作品が

おびただしい部数で出版きれる現象が現われました。十九世紀後半のイギ

リスの家にはどこでも，あのテニスンという詩人の詩集が少なくとも一冊

はあったといいます。出版社に残る資料によって計算上どのぐらい部数が

出版されたかというのはわかりますので，人口とを合わせてみると，英語

でかかれたテニスンの詩集が，イギリスの各家庭に少なくとも一冊はあっ

たという計算になります。これは考えてみるとたいへんなことなんです。

この間三田の学生じ東大の本郷の学生に，今諸君の家で，詩集でも小説

でも何でもいいけど必ず一冊はある，というのは何だろう。『磯野家の謎J

はあるかと聞いたら，あんなベストセラーでも全部の家庭には持つてな

い。ビートルズのC Dやレコードはどうだあるか， といったら「うん，あ

る J と言うんですね。本郷は半分くらいの学生がノーと言うんですね。テ

ニスンの例から判断できることは， 19世紀に初めて，マスメディアによる

有名人という観念が生まれた。有名人というのは何かというと，町に出る

と人々が群がる，ゆっくり自分でも買物もできない，現代ならマイケル・

ジャクソン，マリリン・モンロー，プレスリー，ビートルズ，そういった
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ような人たち。そのはしりが実はテニスンにあったという説があるので

す。そのぐらい超有名人で，誰でも彼の作った詩は一つやふたつは知って

いた。十九世紀の世紀末において，部数とい 7 点では，出版文化の一つの

頂点に達しました。（『ドリームチャイルド』という映画を観れば，小きな

子供でもテニスンの詩を暗唱していたことが分かります。）

これが二十世紀になっても続いているわけですけれども，この後，コン

ビューターによるマルチメディアの時代が始まる，いやもう既に始まって

いるわけですが，いったいどうなるんでしょう。書物という冊子体の，

我々が教科書ゃなんかで使；っている，冊子体の本は無くなって，すべてキ

ーボードやマウスを用いて，あるいは手で触れると情報が出てくる，そう

いう時代になりましたが，書物はいったいどこへ行ってしまうのでしょう

か。グーテンベルク革命が最初に起きたときの，ボトルネック現象みたい

なものが，現在起きてはいないのか，起きているとしたら何がとり残され

るのか， とり残きれないようにするにはどうしたらよいのでしょう。もち

ろん未来に必要ない本もあるでしょう，もう地獄へ葬ったほうがいい本も

あるかもしれない。しかし大事なもの，つまり過去の遺産として受け継が

れていたものが，次の世代までマルチメディアを通してうまく継承きれる

のか，あるいはここでまた，ボトルネック現象がおきて捨て去られてしま

うのか。積み残されたものはあと百年二百年，五百年たったときに，振り

返り現象によって再発見きれるのか。でき得ることならばそれは避けて，

きちっとした形で，然るべきものは二十世紀の遺産として次の世代にも届

けたいと思うんですが，そのためにはどうしたらいいのでしょうか。こう

いった問題に対して，私にも答は出せません。

ただ一つ言えることは，マルチメディアによる出版の革命のプラスの面

の他にマイナスの面もあるだろうという点。それを如何に食い止めておく

か。活版印刷技術は，はっきりいうともう無くなっちゃった。東京の路面

から都電が無くなった時，都電の運転手さんはどうしたんでしょう。それ

と同じように，昨日まで活版印刷の植字工として働いていた人たちは今何

をやっているんだろう。そういうことをつい考えてしまいます。私が申し
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上げたいことは，小規模で、もいいから活版活字を使い，活版印刷ができる

博物館，これは要するにただ単に過去のものを，過去の遺産をそのまま残

しておくのではなくて，常に印刷ができるような技術を持った人も育てる

博物館として，偉大な第一グーテルベルクの革命をきちっと残しておく必

要があろうかと思います。

二、三年前に，私が三田の大学院の学生と一緒に，中央区の入船町にあ

る印刷所へ見学にいきました。活版印刷をやっているところはどこにもな

いんですよね。みんなコンビューターによる写植になってますから。特に

お願いをして，もっ十年前から活字に触っていない元植字工の方に来て頂

いて，実験して頂いたんです。それで初めて我々は書誌、学の一番基本的な

ところがわかるのです。我々がお願いをしたその方は，もう七十ぐらいの

方でした。前の晩は眠れなかったそっです。ちゃんと前のように手が動く

かな，活字箱の A はどこにあるのかな，これを全部イメージトレーニン

グでやったそうです。そしたらちゃんと覚えてた。我々の前でこうやって

やってくれるんですよ，ここが狂っと大変で、してね，と全部教えてくれ

て，一番楽しそうでした。前の日はちゃんとできるかな，デモンストレー

ションやってあげられるかな，という不安があったけれど，一度やってみ

たらできた。そういう文化や技術というものを，きちんと残しておくべき

だと私は思うんです。国が，文部省が音頭をとることも必要かもしれない

けれども，我々の方から声を上げてそっいう動きに持っていかないと実現

はむずかしいと思います。今文部省が考えていることは，マルチメディア

化する方向にお金をかけるけれど，昔のものを残す案にはお金をかけな

い。イギリスでも運動は始まっています。イギリスのモノタイプコーポレ

ーションという活版印刷の最も優れた技術は， もう死に絶えて，その会社

も破産してしまいました。それを助けようという運動が，今，イギリスを

中心に，起こっています。代表の方が二、三年前，東京にも見えました。

日本の，東京の印刷会社にお願いしたら寄付してくれたそうですよ。です

からモノタイプという技術はイギリスで残るでしょう。博物館を作って，

そしてその技術者の養成もやるんだそっです。同じことを， 日本語や，あ
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るいは漢字を使った活版印刷技術についても同じことを，是非やって頂き

たいと思います。これが第二グーテンベルク時代に入るときに，少なくと

も，第一グーテンベルク世代の，その最後の世代として私たちが考えなけ

ればいけないことで，また私自身も提唱したい， と思います。どうもあり

カf とうござ、いました。

ラプレーの世紀末

荻野アンナ

今の高宮先生のお話によるによると，テニスンがメディアによる有名人

の最初で，一九世紀後半イギリスの家庭には一冊ずつテニスンの詩集があ

ったと。書き手にとっては夢のようなお話です。私はこの四月にエッセイ

集を出しましたが，印税生活・左ウチワの夢が実現しますようにという乙

女の願いを込めて，「一家に一冊」と帯にいれたのでございますが（笑），

一家に一冊どころか町内に一冊も置いてくれない（泣）。という風に，マ

スメディアの萌芽に関するお話に，私は書き手として反応した訳です。一

方で先程の巽先生の，記号論以降世界という書物を読む，世界が書物とし

て読まれているんだという部分で，今度は一六世紀学者の端くれとしてド

キンと致しました。恐らく高宮先生のょっに中世をやっておられる方も，

ここで血圧が少々上がっと思うんですけれど， ミッシェル・フーコーの

『言葉と物J 第一章の「世界という散文」を読むまでもなく，中世からル

ネッサンスールネッサンスと近代の線引きは非常に難しい所ですが，フー

コーに倣って一七世紀で区切るとして一一七世紀以前にはやはり世界とい

う一つの大きな書物を読んで行くという感覚が生きていたようです。読む

ための手段は，表象による解読じゃないですね，アナロジー，つまり類比

による解読というのが行われていたと。記号論以降にそういう感覚が戻っ

てきていたのか， と目からうろこが落ちました。そう致しますと，中世末

期からルネッサンスと，二O世紀末期というこつの時代が，私の中で重な

ってきます。本日の目からつろこ以前にも，一六世紀と二O世紀は，並べ

て論じることが出来るのではないかと思っておりました。と申しますの
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は，ルネッサンスの三大発明といえば，印刷術，羅針盤の発明による航海

術の進展，それから火薬による大砲の出現，この三つが上げられるわけで

すが，印刷術，航海術，砲術を二O世紀のコンテクストに当てはめれば，

マスメディアの発達，交通機関の発達，それから核という最終兵器の出現

になります。といっわけで，けっこっルネッサンスと現在は近い状況を生

きているんじゃないかと，思っておりました。先程の世界を読むというとこ

ろで，ますますもって今は中世末期からルネッサンスに本家帰りしている

のかなあ， と思うわけです。そこでコちょっと私の専門のラプレーのお話

をさせていただきます。

ラプレーは，現代の解読格子を当てはめようとすると，相当にあらがう

作家です。彼の場合，近代の眼を持って読もうとしたときに一番抵抗する

部分，というのがひと目でわかります。それは，羅列であります。読書と

は，縦に読むにしろ横に読むにしろ，一本のナレーションの糸を手操って

行く連続的な作業だと d思って読んでいると，ラプレーの場合突然表のかた

ちを取ったかたまりがドンと出て来ます。きょうは『第二の書ノfンタグリ

ュエル』のお話をしようと思うんですけども，まず最初からめくって行き

ます。詩のようなものが出てくる，若干の羅列はある，しかしまあまあ話

の筋を追って行けるかな， と読者が安心しかけた第七章で，突然7ゲン， と

こうナレーションの糸が切れます。そして，本の題名らしきものが，ずら

ずらずら，ずらずらずらずらと，岩波文庫にして約十ページ分，続きま

す。ラプレーだから許きれたわけでして，これを今の私共がやると，編集

者に，升目埋めないで原稿料とって、と非難きれるわけです。日本の作家

の中にも，お一人，必殺号令掛けという技を使った方がありましたけれど

も。兵卒が並びまして，きあ号令だ，っていうと，一，二，三，四，五，

六，七，八，九，十，もとい，一，二，三，四…これで大体原稿用紙が

二，三枚稼げるわけです。ラプレーは一見するとこれに近いような場面が

多いんです。この『第二の書J も，末尾に別種の羅列がありまして，この

羅列の方からご説明しますと，登場人物の一人がいったん死んで地獄に行

って，そこで宴会をやったりいろんな人にあったりしてから現世に戻って
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来た。彼によると，地獄では，現世の有名人や高位高官が，非常に惨めな

暮らしをしているのだそうです。たとえば「クセルクセス王は芥子はいか

がと叫んで居りましたし，ロムルスは食塩売りとなり，ヌウマ王は釘屋，
タカン ベイザン

タルクィニウス王は守銭奴，ピソは百姓，シルラは船頭」，ここらへんで

止めていただかないと，私はそのまま文庫本にして六ページを読み上げ

て，それで発言が終わってしまえばシンポジウムもラクチンなんですが

（笑）。

ヌーマやタルクニウスでは，いまいちイメージがわかないと思いますの

で，現代流に言い換えると，例えば，小沢一郎は納豆はいかがと叫んでお

りましたし，山口敏夫はセヴンイレヴンのレジを致しておりましたし，そ

して一家に一冊のテニスンはテニスのプレーヤー， というようなのが百以

上続くわけです。今年は大学でラプレーの現代語翻案をテクストに使って

おりますが，ただでさえ読みにくいラプレーを，現代語で何とか読んでい

たんですが，この部分に来ると，ついに学生が，全員ムンクの「叫ぴ」の

ような顔になってしまいました。いつまでたってもだれそれはなんとか

屋，かれそれはなんとか屋というのが続きますんで，早くフツーの文章が

読みたい，と嘆きの声が教室の天井に満ち満ちているんですけれども，一

応このエピソードは現代語翻案に入っている，つまり現代語に翻案できた

わけです。ところが，先程申しました第七章，本の題名の羅列の部分は，

その現代語翻案からも落ちています。翻案しよフにも出来ないんです。ラ

プレーはフランスでは教科書に必ず出てくる国民的作家ですが，こういう

ところは載らない。その代わりに，一日のうちに一時間もむだな時間を使

わずによく勉強する方法，などという所は取り上げられて，学生はラプレ

ーというのはなんていうつまらない作家だろうと思いながら読むわけで

す。ところが，本当にラプレーがラプレーらしい部分というのはこの羅

列，訳せない部分，名詞と形容詞だけで形成きれて，通常のシンタックス

からズレている部分です。こういう部分はいくつかありまして，『第二の

書パンタグリュエル』における架空の本の題名のリストのほかにも，『第

三の書』に行きますと，ふぐりの連呼というのがあります。このふぐりと
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いうのが今の学生には分からない。会場には学生さんもいらっしゃるん

でコふぐりがわからんという人は…（笑）あ，そうでございますか。では

懇切ていねいに説明させていただきますので…（略）で，そのほかにも

『第三の書』には癒癒の連呼というのがございます。以上で，ふぐりと癒

癒と本，ほかにも料理人の名前の連稽とかいろいろあるんですけども，研

究対象として充分な量と質を兼持しているものは，本とふぐりと癒癒なん

です。ふぐりと癒癒といつのはなんとなく分かりますよね。ふぐりに代表

きれる生殖力の強烈きが磁場になって，そこにさまざまな形容詞が引き寄

せられて行くことによって，ふぐりといっ核を中心にした小きな宇宙， ミ

クロコスモスが形成きれる， というふ 7 に理屈がつくわけです。また，癒

癒という語は，病的なものからソクラテス的な悦惚状態まで，実に多様な

意味を引き受けています。というのも，一六世紀においては，人間すべて

癒癒なり，人類は皆阿呆，という認識が，セパスチャン・プラントの『気

違い船J，またエラスムスの『痴愚神礼讃J を見るまでもなく，時代を通

底して流れる思考の水路の源泉にあった。そういう中で，楓癒という単語

があらゆる形容詞を呼んで来て，木星癒癒や水星癒癒などの星，それから

代数癒癒やアラビア算術癒癒など学問の名前，とにかくあらゆるものが癒

癒に結び付いて，癒癒を核としたこっけいな小宇宙が形成されています。

以上のように，癒癒やふぐりなら分かりますが，なぜ本を題材に羅列をす

るのか。

本には，われわれの通常のイメージする所から掛け離れた，肉感的な，

ふぐりに通じるような何かがあるのではないか，そう思いつつ読み直して

みたわけです。まず本の名前がなぜ百個以上連呼きれているかといいます

と，それは主人公パンタグリュエルがパリに勉強に来まして，勉学に励ん

だんですが，その折にサン・ヴィクトール図書館にいってみたら，そこに

は見事な書籍が並んでいたと。サン・ヴ前イクトール図書館というのは，当

時実在していた図書館ですけれども，ラプレーが挙げている題名は，すべ

て架空のものです。それが，ことごとく神学，および法学に対するパロデ

イかつ訊刺になっている。ラプレーはこの章に愛着を持っていたらしく

(100) 



1532年の初版では40個弱だ、った題名が，版を重ねるごとにどんどん増えま

して，最終的には139個にまで膨れ上がりました。羅列の最初の方だけ読

んでみましょう。「『救イノ竿J，『強直法理股袋J，『法例集上靴J，『↑李徳柘

楠集J，『神学総盤集J，世棄法師著『説教師必携毛冠竿』…J 舌かみそう

なのでやめますが，この調子で139個並んでいる。まず救いの竿，股袋，

それから次に上靴がくるんですけども，上靴の原語はパントゥフルをラテ

ン語にしてパントゥフラっていうんですけども，スリッパですね，これは

形状からいって女性器をイメージしてるんじゃないかと。で，竿，股袋，

女性器と，エロティックなコノテーションが明らかにあるんですけれど

も，同時に「救いの竿」のような題名，宗教的なものと具体的なオブジェ

を結び付けた題名というのは，当時の宗教書にはよくみられたものだそう

です。ですから，いかにもありそうな宗教書をエロティックな方向にパロ

ディ化しであるわけです。実際，神学や法学関係の著作には，煩墳な注解

のついたろくでもないものが多かった。その愚劣きを題名で表現してい

る。ですからこの部分を敷桁すると，主人公ノfンタグリュエルはパリまで

いって勉強したけれども，神学も法学も旧弊なやり方で学んで，得るとこ

ろが少なかった，と。おそらくナラティヴにするとそういうことになるん

だと思います。ただ，そういった内容を，筋の流れに乗って追うことはで

きません。オブジェのようにして139個の塊がどんと目の前にあるのを，

日本語の場合だと右から左に，フランス語の場合だと上から下に目を走ら

せっつ，結局はその塊としての質感に圧倒きれながら受け入れて行く。

ところでラプレーは，主人公がまず中世的なむだな教育を受けてから，

もういちどユマニスト的なしかるべき教育を受けるというエピソードを，

『第ーの書』と『第二の書J で繰り返し述べているんです。『第二の書』と

銘打つでありますが，一番最初に書かれたのがこの『第二之書パンタグ

リュエル物語』なんですが，本書ではむだな教育を受けた体験が題名の羅

列によって表現されている。ところが，ちょっとややこしいんですが，二

作目の『第一の書』においては，それがちゃんとした筋立てに沿って語ら
れ，物語として表現きれている。 1532年に書かれた処女作と， 1534年に書
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かれた第二作を比べて，二年間でラプレーがより小説的な書き方をするよ

うになった， と言いたいところです。ところが一方て、 初版で、四二だつた

本の題名の羅列を，版を重ねるごとに増やしていますカ道ら，ラプレーは，

きちっと物語ることもしながら，同時に塊としてのエクリチュールに対す

るこだわりを深めていったのでしょう。そうすると暗愚な教育という素材

を，ナレーションでも語れるし，塊として本の題名で表すこともできる，

という事実がでてくるわけです。ただしナレーションですと順を追って読

んで行く事しかできませんが，表＝塊の場合は，時間の流れに沿ったレク

チュールよりも，塊の質感を体験する，目で読むというよりは皮膚感覚で

空間の中に入り込む，そういう読み方を要求しているようです。いわば空

間的な読書とでもいいましょうか，まずはテクストを三次元でとらえてか

ら，きらにそれを時間を追って体験することもできる。つまり空間の三次

元に時間軸が加わって，このサン・ヴィクトール図書館というのは，ほと

んど書物における四次元空間といってもよいのではないか，と，思っており

ます。そういう空間を現出させる材料というのが，先程も申しましたよう

に，ふぐりであり，癒癒であり，また書物である。

ここでなぜ書物かという当初の疑問に戻ります。疑問を解く鍵は，意外

なところに在りました。

この春，パリで取材をしました。パリ取材といえばファッションかグル

メ， とお思いでしょうが，そういっいい話はなかなか来るもんじゃごさい

ません。パリの古本屋を調べて来い， というので，最初はまあなんと地味

な仕事，と思っておりました。シミだらけの古本が山と積まれている奥

に，羊皮紙を丸めてクシャクシャにしたような顔のおやじが座っていて，

ブツブツ陰気に肱いている，というイメージです。実際には，吉本業界で

確固たる地位を築くような人は，ギトギトといいましょうか，関西風にい

うとコテコテといいましょうか，非常にふぐり的エネルギッシュな存在で

ございました。この人たちが本に関して必ず口にする言葉が二つあって，

パッシオン（passion）とグー（goO.t）。パッシオンは英語でもそのままで

すが，グーは，あえて日本語にすると趣味，あるいは審美眼です。そのグ
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ーとパッシオンを，あらゆる人が口にするんです。何十軒となく回りまし

たけど，いい店では，必ず本にかかわるにはノfッシオンがなければいけな

い，さらに肉感的な本との付き合いがなければいけない， とにかく相手を

触って実感しろ， というんです。言われてみれば確かにそうで，古本業界

にはも古本大学があるわけでない古本屋になる通信教育があるはずもな

い。フォーメーションとしてはただひたすら耳で情報を集め，目で本を

見，手で触る。この触るという非常に官能的なコンタクトの積み重ねで，

学習していくしかない。余談になりますが，そういう店では，羊皮紙など

もいとも簡単に売られていたりします。そんなもの，売っちゃっていいん

ですかと，私は目を皿にしてび、っくり致しました。博物館に収蔵するべき

でしょうというと，とんでもない，と首を振ります。博物館なら，ガラス

ケースの向こうに置かれて触れないじゃないですか。こういうものは触っ

て肌で納得しないと目が肥えない，グーが育たない， といわれました。そ

れじゃあ， と私も触らせてもらいました。大体， ヨーロッパでは， 日本だ

と「すごいですねえ」ぐらいのところを「うわーすごい！！！」，これぐらい

オーバーにいいますと相手が納得してくれる。そこで私も表現をヨーロッ

パモードに切り替えまして「ウワーオj とおおげさに感動して見せました

ら非常に喜んでくれました。生まれて初めて羊皮紙に触ったんですよ，

と追い打ちをかけたら，相手の本屋のおやじも感激してくれまして，それ

じゃあ一枚やろうといわれて，持って帰って参りましたのがこれでござい

ます。これは一七世紀の不動産関係の書類でございまして，公証人のサイ

ンなどもついていて…実は後のミミズ文字はよくわからんのでござ、います

が，こういうものをパッシオンを持って触ることによってグーが育って行

く。せっかくですので，みなさんも触ってみて下きい。回覧します。で，

そのようなグーとパッシオンの世界における，本屋と客の関係というのが

非常に特殊な人間関係であって，まず客は，しかるべき本屋に行くと，わ

たしはこういうものですと告白をなさい，ほとんど聖アウグスティヌスの

ような世界になってくるんですけれども，告白をなさい，という。わたし

はこういうもので，こういうグーを，趣味を持っている，これほどのパッ
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シオンと資金がある。どうしましょう， と相談された本屋が，それではあ

なたはこういう個人図書館を作るがよい， と示唆して，以後は暇と金と情

熱を燃やしながら，おやじと客の共同作業で一つの個人図書館を作ってい

く。ところが，せっかくの個人図書館も，作った本人が亡くなれば散逸す

るわけですけれども，そこで私なぞはすぐに図書館や博物館に寄贈すれば

よいと d思ってしまうんですが，意外とプロは図書館を信用してないんです

ね。まとまっていた蔵書がバラバラに収蔵されたり，また司書の知識が十

分にないためにとんでもない扱いを受けることもある。これは，パリの競

売王といわれるタジャン氏から聞いたんですが，彼らは競売にかける前に

その人の個人図書館のカタログを作る，そのカタログを見せてもらうと美

麗な画集仕立てで，それぞれの本の来歴に至るまで書いである。そういう

画集のようなカタロク、、を作って，その代わり現物の方はしかるべき人にし

かるべき値段で売る。そうするとコレクションの価値を知らない子孫がと

んでもない売り方をする危険もないし，またカタログによってその人自身

の歴史が残る。つまりそういう本を集めたという事実実体がその人の精神

の表現なんだ，と。ここからはフランス的誇張という気がしないでもない

んですが，カタログ化することによって On se rend immortel. イモータ

ルになる，不死を獲得する。永遠は神の属性ですので，永遠に生きるとま

では言えませんが，人間に許きれた範囲で不死を生きるんだと。そのとき

私の頭の中で，一生かけて集められた個人図書館が競売にかけられた後の

空洞が，そのままラプレーのサン・ヴィクトール図書館，例の架空の図書

館と重なっていきました。そして私は，ふぐりや癒癒と並んで本が，コミ

カルなミクロコスモスたり得た必然性を，少しは感じることができたよう

に思ったんです。本は，記号の集まりであると同時に，モノでもありま

す。モノであることの一番いい例は，研究室で地震でも起こりますと，私

はこの下に埋もれるのかと，詰まった本棚の下で、いつもおびえておりま

す。そういったモノとのコンタクトですが，消費社会の中では，モノを金

によって流通させることが，精神と掛け離れた悪のよフに捕らえられがち

でありますけれども，一方で、モノとの官能的な付き合いは，逆に人間を解
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放していく契期たり得るのではないでしょうか。

最近養老孟司先生とお話しする機会がありました。唯脳論を提唱してお

られる解剖学者の養老先生です。彼の理論では，われわれの社会は「脳

化」した社会ということになります。現代の都市は徹頭徹尾人工的な空間

であって，たとえ内部に自然が残っていても，それは人聞が頭の中で操作

して配置した自然であると。そういう人工的な都市空間の中の唯一の自然

は，死体なのだそうです。そもそも体は，人聞が前もって手足は二本つづ

にしようというふうに案配したわけじゃない。だから，元来身体は脳の秩

序に属きないものではあるけれども，それに着物を着せて一応は制御して

いる。ただ，その体も死んでしまうと，人聞の制御を離れてしまう。死だ

けは人聞の統制の車！目の下におくことができない， という意味で，養老きん

は死体を都市における唯一の自然と見倣して，自然としての死体と向き合

い続けることで，脳化の行き過ぎたデータ万能社会に対するアンチのメッ

セージを送り続けておられるわけです。ただ，そうい 7 お話を伺っている

ときに，いや私にも自然がある，養老さんにおける死体のようなものを私

も持っていると思いました。それは，例えばラプレーにおける羅列です。

塊として，完全にモノ化してナラティヴの中にはまり込んでいる，こうい

う部分というのは，脳の自己言及的なシステムに収まりきらないのではな

いか。神経は，体の末端に至るまで張り巡らきれて脳の情報を伝え，また

体の情報を脳に送り返すわけですけれども，その神経が，脳の内部では神

経どうしのネットワークを作ってしまって，自己言及的な態勢を作り上げ

ている。自己言及の呪縛から解放されるためには，人聞の脳自体が一つの

モノになるしかない。そのための手段として，モノ化したエクリチュール

は有効なのではないでしょうか。塊と化して，テクストの流れをせき止

め，かつ読者には柔軟な応対をせまる，このエクリチュールは，死体と同

じぐらい生きてるんじゃないか，死体と同じぐらい脳化社会に対するアン
チになり得るんじゃないかと，思ったわけです。そこで私の中で，またし

ても，ふぐりと癒癒と，書物がひとつに重なっていきました。恐らくはこ

の文字によるミクロコスモスが，記号論によってアナロジックな世界に本
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家帰りした現在における，書物の可能性のひとつを暗示しているのではな

いでしょうか。最後は死体の話が出て，それこそしたい放題の発表になっ
てしまいましたが，以上で終わりにきせていただきます。（拍手）

高山宏

巽：

マニエリスムの世紀末

それでしたら，次，高山先生のお話に移りたいと思いますが，じつは膨

大な分量の，一人あたり 19枚ワンセットのハンドアウトが配られる予定な

んですけど，今，大学院生が懸命にコピー室で作業中であります。けっこ

うぎりぎりになってしまいましたが，高山先生がお話ししてらっしゃる聞

には，届くでしょう。じゃあ，よろしくお願いいたします。

高山：

どうも，高山です。ちょっと前に，神戸芸術工科大学というところでし

ゃべりまして，そのときは一人あたま 55枚，お話は次の日になってしまい

ました。別に絵がなくても，なにしろ先ほどまで作っておりましたので，

鮮明におぼえております。全部で350枚くらいの絵を使っておりますが，

それについて頭の中をつうっとたどりながら，お話し申し上げます。

段取りとして， 17, 18世紀が抜けそうだからそこをしゃべれということ

なので，そこをしゃべらせていただくことになりますが，先ほどからいろ

いろお話を聞いてて，あまりにも自分に全部当てはまっちゃうんでぼうっ

と聞いておりました。もう少しお二方の話へ引きつけられればよろしいか

とも思いますが，出だしは一応用意したこともありますので， 17世紀の初

めからお話しします。

僕自身はあんまり本というのを対象化して考えたことがない。という

か，「歩く本j と言われておりますので，自分のことを自己言及するよう

で， もう本のことなんか言わない， という主義できたんですけれどね。そ

れから僕のサングラス，別にだてなんじゃなく，目がほとんど見えません

ので，映画というのは全然こう観なかった人間なのですが，何年か前にあ
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る映画関係者からそれはもう執助に言われて，高山さん「フ。ロスペローの

本」というのだけは観てもらいたい， ということで，ほんとにもう頭痛を

おして観たんですが，これはなかなかおもしろかった。大仰な言わせ方を

させてもらえば， もし僕が映画撮れるんなら，あれっくりたい， と思った

ぐらい感動したわけですね。その細かい話はいいんだけれど，そこでグリ

ーナウェイっていっ監督が材料として選んだのは，シェイクスピアの『テ

ンペスト』という，つまり 1610年のお芝居ですね。彼がどこに歴史的な設

定をもってくかつてのはいつも面白い。この人は会ってみればわかるけれ

ど，映像作家とか言いますけど，実はもっ完全な百科全書派なんですね，

お父きんは博物学者。日本の知識人で彼と議論して勝てる人はたぶんいな

いでしょう。無敵に知ってるわけですからもう手に負えないんですよ。今

撮っている『枕草子J についてなんか，きっとあなた方の誰よりも詳しい

ですよ。春はあけぼのからはじまって，なまぬるいものが20いくつあった

ね，とかね。羅列を博物学の問題として映画の人聞がやってる。羅列なん

て言うと，先ほどの荻野先生のお話うかがっておもしろかったんだけど，

僕あのラプレーをね，英訳したアーカートという人の英訳を日本語に訳し

て，たいへん難渋したことがありまして，それ以来それとつき合ってくれ

た筑摩書房とはもう口もきけなくなってしまったんですが，（たとえば）

ふぐりがですね，ラプレーの原書の何倍ものリストになってしまってる。

いやあ，天下の慶応で昼ひなかからふぐり，ふぐりって言えるとは思わな

かったなあ。今日はうれしいですよ（笑）。

荻野：

こういうふうにフグリ厚生に努めておりますから（笑）。

高山：

いい大学です（笑）。だから，ラプレーは英訳の羅列だと，すぐ 3 倍，

4 倍になるわけですね。

巽：

今，資料が到着しましたので，配っていただきます。

高山：
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はい，よろしくお願いします。

イギリスでですね，ラプレーが訳されたのっていうのは， 17世紀の半ば

になるわけです。これは， トマス・アーカートっていうひじように変な，

歴史に名を残す笑い死にとかをした人聞の仕事でした。フランスへ逃げて

いった王様，自分が信じていた王様が，自分が没落した頃にフランスから

帰ってきて，君元気かい，かなんか言うもんだから，なにつ，で，ふつう

は怒るんだろうけど笑い始めて横隔膜が破裂して死んじゃったというね，

なかなかおもしろい人ですが，この人なんか見てると，例えば今の羅列の

話にひっつけますと，大体がラプレー原文の 3 倍 4 倍ですよね。これはま

あ独訳したフィッシャルトなんてもっとすごいわけだね。そのへんだと，

ドイ、ソ，イギリスのそれぞれの時代つてなんだろうって問題にまたなるん

だろうと思うんだけど，イギリスの場合で言うと要するに，きっき言った

ピーター・グリーナウェイが標的にした1610年ぐらいからっていうのは，

原始的な形の資本主義つてのが始まっていくわけですね。シェイクスピア

が経済芝居と言われる，『アテネのタイモン』とかね，演劇的にはまった

く何の意味もなさないような高利貸しのお芝居だとか，金を貸す貸さない

だとかっていう芝居ばっかり書く時期ができてくる。要するにイギリスで

も 1600年の最初ぐらいから，今で言フ市場経済の基本的な形つてのができ

てくるわけですよね。ものがどんどんどんどん増えていくってことの問題

つてのは，言語との関係で言うと， とてもこれは，先ほどからお話うかが

っていてよくわかりましたけど，要するに記号が増えていくって問題です

から，とてもおもしろいわけですね。それやこれや含めて，今の最前衛と

言われる映画監督が1610年のね，それも一人の魔術師が本を書いて最後に

本の内容の通りになったときにその魔術的な本を捨てるって話をなんで現

代によみがえらせたか。おまけにコンビューターですね，エレクトロニク

スの技術を NHK がいちばん持ってるってことで彼は東京へ来ちゃって，

作りはじめるわけです。これを狂言回しにして今日のお話を組み立てよう

と思うんですが， 1610年から始まる大体150年ぐらいにですね，我々がち

ょっと想像を絶するような事態がヨーロッパで起きていた。その話をしま
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しょう。その想像を絶するような事態について，我々はすでに何か知って

るかっていうと，ほとんど何も知らないんですよ，実は。そのことをわき

まえたうえで，先ほど巽きんがおっしゃったけど，それをピーター・グリ

ーナウェイの回路を通じて現代に持ってこれるかこれないかっていうよう

なお話をしたいと思うんです。異常な話をしますからね（笑）。ハンドア

ウト間に合ってよかったですね。僕がこんなものがあるよって言ったっ

て，口ではとても言えないような世界なのてコそれで、ヴィジュアル資料を

19枚用意したわけです。今朝の 9 時ぐらいから作り始めたのかな。これ来

なかったら，ほんと僕の今日の一日って何だったんだろう（笑）。全員に

大体まわりましたでしょうか。えっ，肝心の僕にない（笑）。

巽：

今，追加がくるようです，どうぞ。

高山：

僕の話というのは短くやると 5 秒ですみます。それから，長くやったら

一日でもしゃべれます。それを調整するために， 19枚分ぐらい編集してき

ました。これ一枚あたり一分ぐらいで読んでいきますので。一枚目からど

んどん。僕らは団塊の世代と言われる世代のいちばん最初の頃に属してお

ります。つまり昭和22年ですから， 1945年に戦争が終わってすぐというこ

ろに生まれた人聞の洋書の体験つてのは，だいたいこれは1960年代の後半

になるわけですね。そのころにどういう読書体験があったかっていうこと

が意外と議論きれたことがないので，それが一枚目の議論になっているわ

けです。見てください。左の上からどんどん見ていきます。昔黒板を使っ

て本の名前いちいち書いてたんだけど，これがけっこう時間とるんです

ね。だから今回はそつした本の表紙をつまくコピーしてまいりました。こ

こに挙げてる本っていうのは基本的に全部1957年という年に出た本です。

一番左上を見てください。近々翻訳が出ますが，シュルレアリスムという

運動を率いたアンドレ・ブルトンの『魔術的芸術』という本です（図 2 ）。

あまりにも有名な本ですね。それから右上を見てください。ノースロッ

プ・フライというカナダの文芸評論家の『批評の解剖』という名作なんで
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すね。それから左下を見ていただくと，ホッケという人の『文学における

マニエリスムJ という本ですね（図 1 ）。他にもこの1957年にはたくきん

不思議な本が出ていますが，そのことは知らないふりをして，ここに計算

ずくで並べた 3 冊について申せば，ひとつ共通点があります。一番下のホ

ッケの『文学におけるマニエリスムJ という本そのものについては二枚目

以降に解説しますのでよろしいかと思いますが，要するに1957年を期し

て，マニエリスムという概念が世界的に流行しはじめたんです。「世界的

にJ って言ってもドイツ語の本がそんなにすぐ英訳が出るのかつてことが

あって，実はいまだにこれは英訳もありませんが，同じくらいの1955年で

すね，ワイリー・サイファーという人のマニエリスムの研究書が出て，要

するに，それまで美術評論家が，かくかくしかじかの要件をそなえた絵を

マニエリスムと呼ぶというふ 7 な一種のスタイルを意味する，様式を意味

する概念ということにしていたものを，この1955，それから 1957 という

年，そのへんを機会にして，ある人間の類型ですね，例えば，何かをまと

もには受け取らない，なぜかある経路を経てそれをひねくれて受け取るよ

うな偏屈タイプの人間とか，こういう人間類型の一つを表す言葉にそれを

言ってみればすり替えていこうとしてた。だから美術評論の方はそれをま

さしくすり替えと評してひじように攻撃したわけだけど，今考えてみる

と，そのせまい様式の議論はも 7 消滅してた，むしろ人間類型としてマニ

エリスムを20世紀末に当てはめていこうという概念の方が生きているわけ

ですね。その生きている話，あるいは生かさないといけないという話を今

日は本というテーマでしたいと思います。僕にとってマニエリスムつての

は，もうマニエリスムかバロックかとかそういう一時はやったどうでもい

い議論は，それこそどうでもいい。中心になるのは，本の観念なんです

ね。マニエリスムつてのは何かっていっと，あらゆる未知の概念は，あら

ゆる既知の概念を単位に砕いたものの新たな組み合わせによって生み出せ

るという異様な確信なんですね。これはコンビュータリズムやコンビュー

タ・ランゲージにそのままつながっていくものなんだけど，それが，ホッ

ケのこの本が初めてそれを指摘したわけですね。マニエリスムとはつまり
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世界書物である， と。世界が一冊の本におさまる。世界書物。ラテン語で

“ liber mundi”と言うんだけど，後でその話をしますが，してみると『文

学におけるマニエリスム』はマニエリスム論の画期書であると同時に，本

の歴史を考える上でも画期の本だと思うんですね。それからさっきのアン

ドレ・ブルトンの，同じ年に出た『魔術的芸術』といつのは，本の中に図

版を使うその使い方で画期にもなりました。これはプリミティーフ，未開

人ですね，ひじようにいやな言葉だけど，彼はその「未開人J という言葉

を使ってたとえばレヴィ・ストロースにたたかれたわけだけどね，未開人

的なイメージングの研究書なんです。かつてブルトンは，シュルレアリス

トですからね，フロイトの影響を受けていたわけで， とにかく我々が理解

できないもの，目に見えなくなったもの，滅ばきれたものを，残っている

イメージを解読することで，読む，それを現代的な意味に翻訳するという

作業を，この本は実際の本の中におびただしい図版をレイアウトすること

で説得する，現今のヴイジュアル出版を開く記念碑的な本になっていくわ

けですね。テーマが絵と本質的につながっているだけじゃなくて，本とい

う形式自体もひじようにヴィジュアルな本にした。ヴィジュアルな本が昔

からあったという話も今日はひとつはしたいわけですが， 20世紀には1920

年代にひとつその革命があるわけですね。それから50年代にひとつあっ

て，その代表作がこれだと言われています。『魔術的芸術』。それから右上

を見てください。ノースロップ・フライの『批評の解剖』という本です。

文学のジャンル論なので、文芸評論で、しか扱われないけど，これは要するに

コンビューターの概念を電気なしで、神学の人がやったというとんでもない

本ですね。“literature as a whole，，というんだけど，「一個の全体としての

文学j という概念を出してきたわけですね。だから，一人の作家の個性と

か，彼がどこで生まれてどんなお母さんとどんなお父さんのもとで生まれ

たからどうだ，っていうようなかつての実証評論っていうのを徹底的に粉

砕する結果になったわけですね。ウィリアム・ワーズワースとかサミュエ

ル・コールリッジなんて名前はどうでもいい，それが総体としてこれだけ

の文学の世界を作り上げて，こういう型を作って，後からくる，その人た
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ちもまた原理的に匿名になるであろう作家は，その総体の中から必要な型

を選び出して，その組み合わせで新しいジャンルを作るんだ， という議論

を，こちらも 1957年にやったわけです。まきしく同時代のマニエリスム論

がこれに「アルス・コンビナトーリア」，組み合せ術という名を与えてい

た。それが第何世代に当るものか僕にはよくわかりませんが，コンビュー

ターの変わり目といわれる50年代の後半にぴったり重なっている。要する

に，その頃文化史とか人文学とかをわかせた本つてのは基本的に本の観念

をめぐるもんだったんじゃないかというのが最近僕なりにわかってきたわ

けですね。なかなかおもしろい。それがお手元のハンドアウトの内容だと

いうわけです。

それから真ん中にあるのが「フ。ロスペローの本」の有名なシナリオで

す。熟読してください，この映画の台本は。今でも手に入りますが，おも

しろい本です。横に何点かバラバラと散らしである変な絵，こんなことや

ってるから遅刻するんですね（笑）。これは全部ピーター・グリーナウェ

イがこの映画を作るために作ったスケッチです。彼はもともと画家ですか

らね。デザイナ一志望の画家ですから，なかなか絵が達者なんだけど，ど

こを見ても本に挟まれて死んでゆく人間とか，そういう基本的なコンセプ

トで彼があの映画を作っていったということがよくわかるわけですね。

それからもうこの 1 ページ日にある程度の答えを出しときますと，フラ

イの名前が出たのてやわかるんだけど，現代の批評というのは，みなきん難

しくお考えになるのだけれども，ひじように簡単にいうとつまり，本に対

する観念の更新，今の時代に見合つ本って何なのかっていう議論だと思え

ば簡単なんですね。それは，哲学者のデリ夕、がアメリカにつくった二人の

弟子，ジェフリー・ハートマンとヒリス・ミラーという人の，一番僕にと

っておもしろい本で，ジェフリー・ハートマンの Saving the Text という

本と，ヒリス・ミラーの Illustrations です。ハートマンの本，これは翻

訳不能です。デリダの『グラ』って本を論じた本なんですが，『グラJ 以

上にこの本が翻訳不能なんですね。読んでるとぐらぐらする（笑）。その

本に出されてる挿絵を 2 枚ほどとっておきました。デリダがこれによった
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とハートマンが言っているある文化の象徴として，この 2 点の絵が出きれ

ているんですが，この絵は実は左側のホッケのマニエリスムの研究書の改

訂版が出たときに初めてヴィジュアルが入りまして，死ぬ前のホッケ自身

が選んだ絵なんだそっですが，その絵の最初の 2 点が実はハートマンの本

のこの絵でもあるんですね（図 4 ）。 Saving the Text のビブリオグラフ

ィーを見ても，当然英訳のないホッケのこの本について，あんまりドイツ

語が得意で、もないらしいハートマンが読めるわけがない， と d思っていくら

調べても読んだ気配はないんですね。だからどうやら偶然の一致で，この

2 点が1990年代の批評の中に選ばれたってのは何なのか。ハートマン自身

はマニエリスムのマの字も使っていないわけですから，これはなかなか僕

にとっては象徴的な本なんですね。現代批評という名のジャーゴンだらけ

のムラの世界を，これまた一部美術評論家の独占物と言われてたマニエリ

スムの観念と結びつけて考えることができるだろうか。できるつてのが今

日の答えなんですけどね。答えばっかり言ってますが（笑）。

2 枚目を見てください。ホッケの本はたいへん難しい本です。これは日

本語に翻訳があるのが奇跡なんだね。ところが『文学のマニエリスムJ と

いう本だけはすぐイタリア語訳が出た。それが，そこに表紙になって出て

います。その影響下に出た人が，その横にあるマンリオ・ブルーサティン

という人です。これはブルーサティンの『イメージの歴史』というイタリ

ア語の本の表紙ですがね。そこにイタリア語の本ばっかり， ドイツ語の本

でもあえてイタリア語訳なんか載せてるのは，ある戦略があるんですね。

これからお話しする前半のほとんどの資料はイタリア語の本がソースにな

っています。 90年代になって書物に対する観念を変える本は全部イタリア

語で書かれます。後にどんどんその紹介をします。それから古い本です

が，下にあるのは64年に出たジャック・ブースケという人の幻の書といわ

れる『マニエリスム美術J という本です。この本の説明は後でするつもり

です。マニエリスムというのを本の観念ということで説明した本がきっき

から紹介きれましたが，それをヴィジュアルで補う本というのがこれでし

た。いずれ日本語訳を出せるといいんだけど。それから右側は今でも手に
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入る英語のカタログ本ですね。これは，最近 5 年ぐらい，ものをたくさん

集める，さっきのお話ではないんですが，羅列に狂った文化というのがい

くつかあったと，その辺のコレクション文化の研究がすごくもり上ってお

ります。そうした文化が例えば16世紀の終わりから 17世紀の半ばぐらいに

オランダを中心としてヨーロッパを席巻したんだけど，そのときのアート

が，先ほどから言われている言葉で言えば記号への自覚的な関心に満ちて

いた。ものの物量の変化に応じて，記号の方がどっ変わったか。それは単

純に言えばものすごく増えていくわけです。倍々ゲームで増えていくんだ

けど，そのときの詩だとかアートだとか，それから宗教だね。はっきり言

ってバロックなんてのは背景にあの圧倒的な物量がないとあれだけ全部を

つないでいくような感性って出てこない。まさしくそうだという主張でや

られた大きな展覧会があったわけです。それがそこにカタログをコピーし

てある『驚異の時代』という展覧会だったんですね。

3 枚目を見てください。僕の顔見ちゃだめ。僕二枚目なんですよ。 3 枚

目を見てください。どうして僕の顔見るの？（笑） 3 枚目だよっ。

これも 1980年代いっぱい出た本ですが， 日本ではほとんど話題にならな

かった本ですね。左は何カ国かの共同出版で出た本です。ここに表紙をコ

ピーしたのはたまたまイタリア語版ですけど，『アルチンボルド効果』と

いう，これも伝説的な展覧会です（図 3 ）。これも，そこの表紙がちょっ

と印刷悪いですが，有名なシェイクスピアがさっき言った『テンペスト』

を書いていた頃なんですね，プラハでそこにいた王様の肖像画を描いてい

たアルチンボルドという画家がいたんですが，その絵です。いろんなオブ

ジェのコラージュでひとつのオブジェを作り出します。こういうのマニエ

リスムの方では結合術というんだね。むつかしく言うとこれが「アルス・

コンビナトーリアJ です。覚えておいてくださいね，後で話題にします。

断片的な要素というのを新たに組み合わせることで別のオブジェを組み立

てるという技術ですね（図 6 ）。真ん中の絵を見てくれると，アルチンボ

ルド周辺にいたという無名画家の珍しい絵が載っております。それから右

側を見てください。イタリア語の本ですが，アダルジーザ・リューリの
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『自然の物と驚異の物』という，これは1970年代終わりぐらいに書かれた

本ですが，マニエリスム時代のコレクション文化論で未だにこれを凌駕す

る本はありません。その副題を見るとわかりますが， 17世紀から 18世紀半

ばにかけてのヨーロッパのブンダーカンメルン，驚異の博物館，あるいは

驚異の博物室，あるいは驚異のキャビネット，といわれるものの研究書な

んですね。これはカタログではありません。これは単行本。後で見せる絵

はほとんどこれから取っております（図 5 ）。それから同じことを別の言

葉で言いますと，結合だけじゃなくて，つまりひとつのカテゴリーのも

の，野菜なら野菜って中で集めるんならいいけど，人間と動物とかいうカ

テゴリーを超えるものを集めてくるときに発するこちら側の受け手の驚惇

を，英語では wonder というわけだけどもね。 ドイツ語では Wunder と

いうわけだし，そこにありますイタリア語では miraviglia といいます。

右上の本もそうですし，下，先ほど言いましたマンリオ・ブルーサティン

の，今一番おもしろい本つてのはこの本だと思いますが，『アルテ・デ

ラ・メラウ、、イリア』，即ち『驚異の技術』という。カテゴリーを超えるも

のをいかにカテゴリーを超えてひとつのものとして集めたかという，そう

いうアートがいかに一時代のヨーロッパを席巻したかという不思議な現象

を扱った本なんですね。お手元の資料は，これらの本から絵はずいぶん取

ってありますのて三つぶさに実態を見てください。今まで見たヴィジュア

ノレつてのはですね，この80年から 90年代にかけて今まで知られていなかっ

た本の歴史というのが爆発的な展覧会の構成を通じて現れてきたってこと

を示すものと言えます。まずその経緯をひとつ確認しておいてもらいまし

ょう。これからそのページを見せますが，実に異様な世界です。

まず 4 枚目を見てください。左上ですね。これは名前だけはご存知の方

がいるかもしれませんが， 1640年代だかに出ていた有名な『アリストテレ

スの望遠鏡』という本です。これは，ヨーロッパで最初に，メラヴィリ

ア，「び、っくりする j っていう体験でもって新しい時代に来るべき美学を

説明しようとした最初の本と言われています。メラヴィリアって言葉を有

名にしたのはこの本だと言われています。著者の名前はテサウロ，そこに
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TESAVRO と書いていますけど，この時代U と Vはもうインターチェン

ジャブルなんですね，いくらでも変えられます。それがインターチェンジ

ャブルでなくなるのを後で問題にするんですね。それからその横が，この

本の扉絵になります（図 8 ）。なかなかおもしろいでしょう。「ひとつのも

のの中にすべてがj というラテン語を書いたアナモルフォーシスを真ん中

にたてております。それにちゃんと鏡を立てて見ると，「すべてのものが

ひとつのものの中にと j いうラテン語が読めるというね，こういうのアナ

モルフォーシスっていつんだけども，この本の性格自体この一枚の絵でい

きなりはっきりしています。我々がリアリティと d思っているものは実はリ

アリティでないんだよ， というような話から，詩学の議論になっていく本

なんです。この本をまず覚えてください。それから同じぐらいに，「びっ

くりさせる j ってことを目的につくられた異様な施設が山のようにでてい

た。 17世紀の間だけでヨーロッパ中に3000あったといわれております。そ

れがそのハンドアウトの残りのスペースにのっているものです。これが全

部ブンダーカンメルン（Wunderkammern）ていうものの今残っている

ヴィジュアル。見てください。おもしろいですね（図 5 ）。基本的には遠

近法を使っております。書物の文化と遠近法って切って離せないですね。

同じパラダイム，っていう言い方をします。遠近法でつくった空間の中

に，ょうするに後に博物学と呼ばれるものの基本的なエレメントを全部入

れていきますね。おもしろいことに，当時は必ずワニがいるんだね。それ

から，物だけではなくて，もう少し時代が下ると，本もそれに加わってい

くわけですね。遠近法の構図の中に本がたくさん描き込まれていくって不

思議な表象ジャンルが出発していくわけですね。右下はアタナシウス・キ

ルヒャーというこういう文化を代表する百科全書派人間のミュージアム。

ローマにあったんですね。

それでは 5 枚目見て下きい。これで18世紀に近付いてきました。

今のこと，そのまんま大きな画面で見ていただきます。物を沢山狭い空

間の中に集めることの快楽，それから当時は，これ，お互いの貴族が見せ

合っている訳ですから， prestige というかね，そういう権力の誇示にもな
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るというので， ヨーロッパ中のそれなりの宮廷というのは皆これを持ちま

した。 Wunderkammern というんです。それに画工たちの遠近法趣味が

合致した世界ですね。消失点の所に王様がいるわけですね。そういう政治

的な構図でもある。知識と言うのはすべからしそういう政治的な構図を

持っているわけです。

あと 2 枚もよろしいですね。その棚の設計に遠近法を使うっていうやり

方のヴRイジュアルが，左下の方に並べてあります。

それから 6 枚目。 Wunderkammern というのは英語で言うとようする

に， cabinet of curiosity ですね。皆さんよく御存知の cabinet っていう言

葉はこの時代は，こういう特殊な意味に使うことのほうが圧倒的に多いん

です。部屋からだんだん，棚にそれが代わっておりますね，分かりますで

しょうか。それで，右下の絵ですけど，これはある空間を描いたものなん

でしょうか，それともある本の題扉なんでしょうか。僕はキャプションを

わざと落としております。これはある Wunderkammern の写生図だとよ

と言えばそれでも信じられるし，ある本の題扉ですよって言っても信じら

れる，どっちともとれる世界なんですね（図 5 ）。何を言いたいかという

と， Wunderkammern ていうのが，要するに空間的に意味をなさなくな

った時に，それに代わるものとして Wunderbuch というものが登場した

ということです。驚異本。び、っくりさせ本だな。それを 8 枚目で説明しま

すが，その前に 1 枚，ものすごい絵をみてください（図10）。この絵を探

すために遅刻しましたが，そのかいあった。これは18世紀初めのウィーン

の図書館ですね。右上の絵です。あ，珍しくキャプションがついています

ね。 18世紀の初め。奥は典型的な驚異博物館になって，ワニだなんだ，天

井からぶら下がっておりますが，手前に本の世界が登場します。分かりま

すね。ものすごく fetish な世界になっております。それから右上はなか

なかシンボリックな絵で，典型的なキャビネットの手前にテーブルがあっ

て，そこに本が聞かれております。英語では本のこともテーフゃルって言う

んですね。まさしくコンビューターのタビユレーションって言うのとおん

なじことです。こちらは，今日は詳しくはお話しません。テーブルの話
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は，来年また呼んで下きい（笑）。

それから 8 枚目を見てください。これはなかなか面白いページなんです

ね。 17世紀の Wunderbuch に出ていた絵を（図 9 ），さっきいった1980年

代， 90年代にマニエリスム的驚異という観念を説明するための本が，転載

しました。そのために起こった，何か変な現象があるわけです。つまりそ

れを説明するためだった本自体が Wunderbuch になってしまうんです。

だからマニエリスムの解説書だ、ったものが 5 冊， 6 冊とこう重なってくる

と， 1990年を境に，マニエリスムという潮流が本と言うメディアを通し

て，つまり改めて出現してきたという形になるわけですね。挿絵の転写，

転載っていうのは，面白いところはそこなんですが，残りを見てくださ

い。だからこれは17世紀の絵であると同時に， 20世紀末に蘇った絵でもあ

るという，ね。その研究書自体がマニエリスムのテクストであるという世

界になってくるわけです。そういう異様な世界です。極めつけは，次のハ

ンドアウトです。

これは17世紀の後半から 18世紀の前半のヨーロッパを代表した Wun

derbuch の frontispiece，題扉ばっかり集めました。何点あるか分かりま

すか。これをセロテープで貼っつけてたのも遅刻の理由になるんですね。

（笑）これは全部で10点の絵の組み合わせなんですが，こういう題扉で始

まる本の世界って大体想像つきますでしょうか。分類学以前の，つまりい

ろんなオブジェを無差別に， とにかく羅列していく本なんですね。要する

にアットランダムなオブジェの百科事典みたいなものです。この frontis

piece に本の中味すべて象徴きれています。かつての象徴の読み方が分か

らない人間にはもはや分からない。それをエンプレムと言いますが，そう

いうものが満ち満ちたこの猿雑な画面というのを，よく見てください。こ

ういうのを Wunderbuch と言うんです。それは日本の今までのどんな書

物論の中にも出てこない。少なくとも僕はそういう論文を見たことがな

い。近代の最初の本っていうのはこういう形で出くるんですよ。それが分

からないと，諸君が今，ヲ｜いている百科事典の画期的な意味なんていうの

は分からないんだろうけどね。ある日突然出てくる訳じゃないんだ。
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次のページを見てください。これは先ほど 2 枚目で紹介しました，左上

にあるその昆虫の絵というのが， 17世紀初めのプラハで活躍していたホフ

ナーゲ、ルっていう画家の描いた絵なんですが，それを，さっき言ったジャ

ック・ブースケの『マニエリスム絵画J という本が引用しているページを

そこに取ったんですね。マニエリスムっていつのは，つまり，かつての美

術の様式だなんていう議論をしてたらもう間に合わないんです（図 7 ）。

もう博物学とは何かとか，機械とは何かとか，奇形とは何かとか，それも

トータルに議論できる，きっき言ったある種の人間類型を説明する概念や

メディアの概念に拡大せざるを得ないということが，確実になってきてい

るわけですね。それがだいたい17世紀の初めとすると，まあ，これは定説

ですが，それをリウ、、ァイヴァルきせるのは， 1920年代であるわけですね。

それは，ぼくの専門のイギリス文学で言うと，ジョン・ダンとか，クラシ

ョーとか，そういういわゆるこういう雑多なものを一つの詩の中で「一つ

じゃないかj っていう説得をする不思議な詩が流行ったんですけれど，そ

の時代が長い間抑圧されていた，その評価が， 1920年代に T. S. エリオッ

トと，ハーパート・グリアソンという人の手で爆発的にリウ、、ァイヴアルし

てくるってことは，ここにも表れてる。そこで左下を見てください。最近

出た面白い本。最近シュルレアリスム関係は「シュルレアリスムと本」と

いうパターンの本が多いんです。これだ、ってその一つですが，その表紙ペ

ージと，中の一ページを取ってます。エルンストのコラージュの絵を，そ

こにちょっと号｜いておりますが，こういうのがのった本というのは要する

に20世紀の Wunderbuch 以外の何ものでもない。それからシュルレアリ

スム自体が，フロイトの手を借りながら無意識をイメージ化させるという

口実のもとに，イメージングのテクニックですね，それから 17世紀のそう

いう絵の処理の仕方というのを間接的にリウーァイヴァルさせた運動としか

考えられなくなってくるわけです。もう文学史の知識も何にもいらない。

その絵の扱い方を見てると，マニエリスムとシュルレアリスムの二つの時

代の聞には絵の似た扱い方は一度もない，ということが分かる。それから

我々の周りにもっと探すといろいろあるんですね。ここには， 日本の例を
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出してきたわけですが，右側は荒俣宏きんの『想像力博物館』の一ページ

です。この本は現在における Wundebuch の傑作で、はないでしょうか（図

12）。

それから 11枚目を見てください。これでマニエリスムの話は大体終わり

ましたが，ホッケの本と同じ頃， 1950年代の終りぐらいに，もう一つ大き

な流れがありました。それはもう本を見る見方を一転させる考え方だった

んですね。それがアルス・メモリア，記憶術と言われる不思議な世界の研

究だったわけです。 1960年代に出ましたが，研究は1955～ 57，やはりその

辺から始まってる。フランセス・イエイツという英国人の『記憶術J とい

う本がまず突破口を聞いた。その表紙の絵がそこに出ております。言って

いることは簡単です。左下を見てください。場所の絵がかいてあって，い

ろんなものを区画に区分しておりますね。この場所の地図をまず頭に入れ

て下さい。これに対応するような形で新しいデータをある系列として覚え

ることができますというのが，記憶術と言われるもの。特にこれは場所対

応という意味でトポスの記憶術，場所の記憶術と言われるものの基本型で

す。

これから， 18世紀の教科書，絵入りの教科書というのが全部作られてい

くわけですね。その辺を扱った展覧会が，やはり一つありました。 1980年

代の巨大な展覧会です。そのカタログが真ん中にあります。日本には全然

この情報が流れてこなかった。その一ページを扱っています。それからイ

タリア語ができる方，そこに目次まで、入っているので見て下きい。こんな

事やってるから遅刻するんだね。イタリア語ができる方はその日次を御覧

になれば，信じられないような目次です。記憶術から始まって， 18世紀の

脳神経学を通じて，今のコンビューターまで入るといっ目次になってます

ね。この展覧会のオブジェと出きれた文献資料っていうのは話題になりま

した。カタログの中のーぺージを右側に取っております。これは18世紀の

部分。デカルトから骨相学ですね。頭の骨の形からその人の人格を判断す

るっていう， 7ゲルっていう学者がいますが，それまでの17～ 18世紀の脳神

経学です。頭に番号が振ってあるのを注目してください。この時代からイ
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ラストレーションっていうのが入ってきて、細かい部分に番号を振るとい

う習慣が一般化するんですね。 18世紀。それから下は La Memoria 

Creativa という本。これは場所記憶術論の絶品なんだけど，この中味は，

今述べた本なんかとそう違いません。ペルジーニの『哲学的建築』という

邦題の本で近々部分的に紹介されるはずの世界です。

次のページは今言った展覧会のカタロクーから取ってきたんです。 18世紀

の絵です。これは18世紀初めの絵です。人間の頭脳とはこんな物だという

ことをアンドレア・パッチという画家が描きました。先ほどミクロコスモ

スという名前が出ましたが，要するに外側にある物全部について頭の中に

どこがそれに対応しているかという説明。なかなか凄いものですね。人聞

の脳をこういう風に一種の知識の集積体として考える考え方。それをまた

ヴY ジュアルにしちゃうところがね， 18世紀です。ちょっと聞の時代が抜

けちゃいましたが，この伝統の中から絵入りの教科書というものが出てき

ていたのです。媒介になったのはコメニウスという人です。これは教育学

でしか知られていない人だけど，最近は全然別の所で評価が始まりまし

た。今日はひとつにはそのコメニウスの系統が1970～80年代の日本の漫画

に突然蘇るっていっ話をしたいんだけどね。次のページがそれ。何て分か

り易いんでしょ！ 日本の少女漫画の潮流を知ろうとすると，言葉でやっ

たら何日かかるかわかりません。これを絵で，こういう風に edit するこ

とで見た瞬間に分からせるっていう技法は昔からあったわけではありませ

ん。これは17世紀の半ばが発見して， 18世紀の半ばがテクノ化していく技

術なんです。で，そのまんま一般化したり，抑圧されたりして， 1960年代

の問題になる。マクルーハンってきっきおっしゃいましたが，あの辺のメ

ディアの問題になって，絵の教育価値，啓蒙価値っていうのが，やっと問

題になるわけだね。それの早い時期の本っていうのが14枚目です。あまり

に有名な絵ですけれどね。 1728年に出たエフライム・チェンパーズってい

う人の Cyclopaedia という本の一番有名なページを 2 枚取ってきており

ますね。 anatomy，「人聞の解剖図j というのの図解（図11），それから

shipping，「航海」というのの図解になります。この事典は御存じでしょ
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うか。物事をヲ l く辞典ですね，ことばじゃなくて。とくにテクニカルな技

術用語なんですが，それがアルファベットで号｜ける最初の事典なんです。

それまでのものは， thematic dictionary と言われて，観念別に引く。例

えば family という大きなページで， father も mother も aunt も uncle も

一緒に覚えましようという，そういう非常にナチュラルな教育だったわけ

ですが，それがアルファベットが入ったためにね，ま，よくヲ｜かれる例な

んですけど， aunt と uncle っていうのが a と u が離れてるもんで一番離

れちゃった訳なんだよね。「おじきんJ と「おばさん」の聞になんでライ

オンが入ったり，虎が入るのかというね。これは考えて見ると，世界その

ものをつまり同じ構造として小さな空間に圧縮するっていうのがヨーロッ

パ近代の本の基本的な理念です。それを照応思想といつのだけど，それか

ら言うとこんなに不将な本てないわけですね。アルファベットでヲ l く本っ

てね。アルファベテイカル・オーダーなんて，どんな order of things の

中にもない。それを検索が便利だっていうことで、作っちゃったんですね。

そのために補った方法が世界最初のクロス・リファランスだったんです

ね。「これも見よ」って。「おじきんj ってところを引くと，「おばさん」

も見てくだい，「家族」も見てください，と，あるんですね。それからも

う一つは，図解と言うものの威力をこの事典は初めて知らしめた。特に面

白いこの 2 点は，意図があって選びました。断面図なんですね。見えない

所に刃を入れて切開する。しかもそこに光を入れて「見える」ようにし

て，それを「理解したJ ということとすり替える。 I see. 「僕は見た」っ

ていうのが「僕分かった」っていう意味になるのはどうしてなんですか

ね。これはその事典の一番有名な 2 ページです。これらの面白きは今にも

通用するんだけど，これ， 1728年のヴィジュアルですものね。

それから次のページを見てください。そのチェンバーズの事典が開発し

た，細部が細かければ細かいだけ，その情報は正確だという神話から，こ

ういう細密図が普及していくんです。原点はさっき言ったチェンバーズの

Cyclopaedia です。これが手書きの挿絵なら，あなた方は多分その情報の

真理価をこれほどには信じないでしょう。いったい「精密」とは何なのか
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という問題があるんですね。それからそれが商業に転化していくと，左下

にありますが網羅，先ほど言われた言葉ですけど，羅列ですね。それと細

密好きが結び付くとこういう 19世紀後半から出てくるカタログという本に

なっていくわけです。そしてこのカタログのフォーマットに大すしてはアン

チテーゼも用意してみました。少し見てみましょう。

16ページを見てください。正確な情報というのは活版印刷が伝える。先

程言いましたが，活版もかつてはですね， u と v のどちらでもいいとかで

すね，それから皆さんが卒業論文を書いたり，修士論文を書いたりする時

に必ず欧文はお尻を揃えますね。あれを英語では“justify”すると言います

ね。物を just にする（正しくする）。 justify っていう言葉が印刷用語にな

るのは1600年代の終りです。これは先程の高宮先生の伝で，オックスフォ

ード英語辞典で見ますと， 17世紀の一番終りになっているわけですね。そ

れまではつまりいくら活版印刷でもケツをきちっと揃えるっていう感覚が

言葉としてなかったといつことがわかるわけですが， justify ていうのが

できる。例えば，この左上を見てください。これは1750年代にベストセラ

ーになった『トリストラム・シャンディ－j という小説です。ラプレー

の，イギリス版を呼号していた有名な奇作なんですが，奇作ぶりはその一

ページだけ見ても分かりますよね。このタイポグラフィーの異様き。これ

これしかじかは言えないというと，あと＊が＊＊＊＊＊…とこう来るわけ

ですね。この下がもっと面白いんだけど，活字部分はお尻がちゃんと jus

tify されております。この時代にもうそうなっているんですね。こういう

linear な認識の仕方，活版の movable と言われる，つまり，一本一本活

字箱から抜いて入れる，移動可能と言われている活字がこうやってお尻も

そろってきちっと並ぶ，これがつまり正しい情報の伝え方なんだと。絵で

言うと，つまり精密な絵なんだと。その只中でね，メッセージとしてはこ

ういう linear な情報の伝え方はだめなんだよという主張をこのページは

実はしていて，そこの真ん中にある有名な曲線というのは，お話というの

はこういう線で進めて行かないと相手を説得できないということを言った

有名なページなんですね。これ，印刷術の方にそのまま持って行くと，つ
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まり活版印刷のあまりにも精密指向の強い状況に対する当時の印刷界の反

動になります。その横にあるのがその一番有名なものです。ロマン派の頃

のウィリアム・ブレイク。これは同時代日本の江戸の桜木にですね，絵と

字を一人の職人が彫り込む，ある絵草本の世界です。途中に蔦のデザイン

があって，何か最初，字みたいになっているのが，途中から絵になってい

くというのね。こういうのを画文一致のイコノテクストというのだそうで

すが，最近は，そういう不思議な世界，絵でも文字でもない情報の伝達の

仕方っていうのを教えようとする。それはもう江戸にはいくらもあるわけ

ですね。このページにも，右側にちょっと，北斎から，これはとっており

ますね。絵でも字でもない。これはもう少しこの女の人の姿を描き進んで

いきますと，ある平仮名になってしまうんですね。こういう時代があるん

です。それが日本の今の漫画に蘇るっていうのが，ハンドアウトのその残

りの主張しようとしていることです。左下は山田章博きんですが，この人

は塁で漫画を描くので有名な人です。墨絵の魔術師とか呼ばれております

が，彼の江戸好きっていうのは有名です。それから活字で組む文字と手書

きの文字の関係，それから文字の総体と絵との関係，それが， 日本の話か

ら英語になっちゃった時がどうなるのかというような問題をこれらのヴイ

ジュアルがうまく扱っております。 1970年代の日本の漫画家ってこういう

実験ばっかりやってた。『7ゲロ』系のね。なかなか面白いでしょう。

さ，次のページを見てください。もう止まらなくなった（笑）。もうど

んどんどんどん集まって来ますね。どんなに本を読むって言っても，漫画

家にかなう人はいないんですよ。僕の知り合いの漫画家なんか月にいった

い収入の何割を本に入れているか分からないんだど，彼等彼女等の描くも

のが，つまり，いかに pedagogic に，知識を受けとり，又それを読む若

者に伝えて行く大変な技術があるかつてことは，いまだかつて一度も議論

されたことがない。漫画を何でも教える「高画」だ、って言った石ノ森章太

郎だけだね。それも我々のグループがどこかに書いたのを読んだんじゃな

いかな（笑）。その左上を見てください。これが山田章博さん。初の単行

本。それから中はリトル・ニモですね。ウィンザー・マッケーの名作。こ
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れは先程言われた自己言及の問題ですね。その上，懐かしい大前研ーさん

の名前なんかありますが，これは林静一きんの漫画，『Ph. 4. 5 グッピ

ーは死なないj です。これはページ見開きのの半分がセックスの場面にな

ります。モザイクもかかってる（笑）。そして残り半分が当時流れていた

マスコミの言説というのをフル引用します。すごいですよ。ワイリー・サ

イファーは言っている，なんでいっ超マイナーなソースが出てくるじゃな

い。どういう勉強家だったんだろうと思うんですね。それからあと下へ下

ると，自己言及の問題もある，これらの漫画のどこからどこへ見ていくか

という指示はありません。これは日本語でなかなかっまい言い方がないん

だけど， linear なページ構成というものが我々に強いた美学だというも

のを，もう一辺ウ、、イジュアルな，特に漫画っていうのは一応コマ割りの約

束ごとがありますので，それを一度意識させた上で，どちらの向きにでも

見られるじゃないの，ってことを実験させる場というのには漫画が一番な

んですね。ハンドアウトのこの残りのページのどこを見ても，どこからど

こを見るかっていう制約のあるものはひとつもありません。萩尾望都の

『マージナル.］ （図13）。目が，美学の方で言いますと simultaneous な自

由きっていうのをもう一度獲得したっていうことですね。これも本の上で

しか実際には起こり得ない。リニアなものが宙吊りにされるわけです。

それから 18枚目を見てくだきい。これは今の状況ってつもりでデザイン

したんですが，左上はグリーナウェイのスケッチです。ペイントボックス

っていうエレクトロニクスを使って彼の映画を作る時に，どこの画像をど

ういう風にテツタル化してコンビューターに覚えさせるかっていう工夫を

きかんにやるんですが，その時のスケッチですね。それから右側を見てく

ださい。右側の上。さきほどちょっと名前を紹介しましたが，これがジェ

フリー・ハートマンっていう人の Saving the Text です。デリ夕、のテクス

トを実はとてもバロックな，紙面のエディターシップの実験じゃないかと

いう途方もない議論をしているわけですね。日本の哲学界でその種のこと

を議論している人は一人もおりません。それから下の方の活字の塊を見て

ください。同じ材料を使ってヒリス・ミラーという方が『イラストレーシ
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ョンJ という本でデリダのテクスト，それも表面としての， pageface と

しての，本の一ページとしての新哲学というものを議論した有名なページ

です。それから右の下に変な模様があります。自己言及とか mise-en

abime，紋章の中の紋，紋く中〉紋と言われるものの実態がこれです。本

の中で本の事に言及する。先程言われた例だと，ラプレーの中で三十何冊

の本の名前があるところで，我々は本とは何かっていう問いに対して送り

返きれるというお話でしたね。それは巽先生がすばらしい研究書を出され

た現代のいわゆるメタフィクションでも同じだけれど，実はマニエリスム

の中でも一番最初にさんざん議論された話題だったわけですね。それから

残りスペースの左下をちょと見てもらいたいと思フんですが，御存知の方

おられるかもしれませんが，僕この間藤沢キャンパスの方にも招かれて，

要するに紙でできた本は死んだっていう前提に基づいたシンポジウムをや

ってきたんですね。その中で「本は死なない」って主張するのは大変なこ

とだった。でも議論していると，呼ばれてきたヨーロッパの方っていうの

は，面白い，その通りだっていつことになるんですね。それで結果として

は日本の漫画って何て素晴らしいという妙な結論になって帰ってしまった

んですが，その時に僕が見きせられたのが，岩波文庫のダンテの『神曲』

を焼いた灰がね，アートであるかどうかという議論だ‘ったんですよ。なん

と主催者はそれはすごく斬新なことと言ったんだけど，そこにある焼いた

本の写真，これは1890年代の初めにイタリアで発表された，その名も「本

の死」という作品なんですね。もう百年前の世紀末。今，だからこういう

状況になっていると言って自分だけを特権視できるいわれはないわけです

ね。結論から言うとですね，もう一辺，書物観念を更新するものとしての

マニエリスムっていうのをきちっと蘇らせる必要がある。なぜかと言う

と，本というものが，作家の個人的なものの反映ではなくて，すでにある

記号の体系の組み合わせでできて来るある種の超人間的な，つまりエンジ

ニアリングの範鳴に入る産物だという観念は，実はホッケとか，さっきか

ら言っている何人かのマニエリスム論者が言っているように， 17世紀にす

でに存在した。その理由はいろいろあるんだ，と。つまりあまりにも世界
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が断片化してしまっている。先程言われた羅列の問題もその問題と関係あ

るんでしょうね。それから先程言われなかったことでしたが， 1530年代の

お話を主にされてたかと思いますが， 1527年ですね，その年に，我々が山

川出版とかね，そういう西洋史の教科書で一行もお目にかからない大事件

があったわけですよ。それが1527年のローマ荒掠，サッコ・ディ・ローマ

って言うんですけど，フランスその他の軍がローマに入ってきてまともな

成人男子をほとんど殺したという事件があったわけです。その時の画家の

仲間なんかほとんど殺されちゃった。それでそれまで、ルネサンスを謡歌し

ていた画家が突然自分ちの 2 階に引きこもって，誰も上がれないように，

梯子をかけて自分があがるとすぐ梯子を引きあげて，下から呼んでも答え

ない。というのはきっき言ったある種の，それをホッケは「偏屈な」人間

類型と言っているのだけど，そういう人間類型が生まれる世相っていうの

は何かっていうと，一つはこうした戦争があったんですね。個と個，個と

社会がぱらぱらになるっていうのはまあ当然，固と国もばらばらになって

いくわけだけど，それと同じ頃にようするにその，断片としての物が増え

てくるわけですね。市場経済っていうものを見付けてしまった。あらゆる

意味で断片が増えて，それがどうやって一つの物かっていう説得をする

か。そうしないと生きて行けない。ヨーロッパ人ですからね。そこの段階

でつまり本ていうものが断片をどうやって集めて来るかという，つまりは

コンビナトーリアの技術の場になる。それは完成したものはほら，ごら

ん，これだけカテゴリーのばらばらのものがこれだけ入った Wunder

bu ch っていうのがあって，これが世界なんだよ，世界の鏡なんだよ，世

界の劇場なんだよ，世界の本なんだよと言うわけです。「リベール・ムン

ディ J，世界書物っていうのが中世の古いおきだまりの観念だったのが，

17世紀っていう近代初頭のタイミングにある必然性があってドンと激しく

蘇ってきたんですね。そういう状況というのが残念ながら全然理解されて

ない。そういう状況が理解されてないと今の20世紀末の状況というのは残

念ながら理解されないというのが僕の信念で，なぜかというと，その17世

来己マニエリスムの最後の時期に，電気を抜きにしたコンビューターの概念
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というのが基本的に出来ていたからです。これは御存知のようにジョン・

ウィルキンズ，それからライブニッツの二人が基本的な概念として作りま

した。でも電気がないからね，計算機にはならないんだけど，理念として

は 0 1 バイナリーで世界の全部を書物化できるっていう信念が， 17世紀の

終りにできていたわけです。 18世紀にさっき言ったあの Wunderbuch み

たいな喜びに満ちた世界ていうのはいくらでもあり得るわけですよね。い

くらでもあり得た。つまり有り様はイマジネーションていうかね，文字通

りそのイメージをどうやって集めてきて膨らませていってっていうイメー

ジ処理の技術がありさえすれば，あとはテクニックの問題だけに過ぎな

い。克服するか，やられるか，っていうような今出てるような狭い問題設

定にはならないっていうのが僕の考え方なんですね。それがないと，いつ

までも不毛なね， コンビューターが我々をどうするかとか，我々はコンビ

ューターに勝てるかみたいな議論になっていくわけです。別に勝つ必要も

負ける必要もない。ある必然性があってできてきた理念だったわけだし，

僕の考え方では17世紀はもう完全に20世紀とパラレルな歴史過程をたどっ

ています。先程記号論って言われたけど，記号論ていうのがヨーロッパで

は17世紀の後半ですね。要するにきっきのコンビューター・ランゲージが

できたっていう話ですね。それと今があまりにも似てるわけですよ。で，

それは表象一般が似ているという印象はあるんだけど，だったら表象の中

の表象であるところの本についてね，それをきちっと議論しないのはおか

しいんじゃないか，っていうことを僕は常々考えているわけですね。紙で

できた本の文化の中にもコンビュータリズムはあった。それをつなぐもの

がマニエリスムです。まあ今日はそれは特に近代が発見したヴィジュアル

ってものについて，分かり易いようにいろいろ工夫してみたわけですが，

いかがでしたか。（拍手）

最後のディスカッション

巽：

先程ちょっと高山先生の話の中にも出ましたけども，藤沢キャンパスで
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確か今年の10月に，「未来の本の未来」という，非常にサイバーカルチャ

ーを意識したシンポジウムが聞かれて，その概容は一太郎で有名なジャス

トシステムから出版もされておりますが一方私たちのコンセプトはという

と「書物の世紀末」，コンビュータの話は一切なし。というのも，今日書

物論というのは，何となく電子メディアのほうに話がどうしても向かいが

ちで，その結論の方もテクノロジーが書物を変えるだろうという方向へ比

較的単純にまとまりやすいからなんですね。今回のお 3 方の話を聞いてい

まして，改めて思うのは，基本的にグーテンベルク以来500年くらいかか

ってようやく活字印刷のテクノロジーが，何となく自然な，透明なものに

なったという感じがするわけで，たとえばマルチメディアにしても，やは

り同じように透明になるのにはそれ相応の時間がかかるのではないかとい

うことです。テクノロジーを前にすると，比較的議論がテクノフィリアか

テクノフォビアか，つまり，機械嫌いか，機械好きかのどっちかにわかれ

てしまうところが，この手のデイスカッションの陥りやすい民なんですけ

れども，今日はお 3 方ともいまの書物論では盲点になりがちな部分をみご

とにすくい取って，書物の文化史の非常に壮大なパースペクテイヴを提供

して下さり，お互いに絡み合った議論が展開きれたと思います。

高宮先生は今日が第二グーテンベルグの時代であるにもかかわらず，た

とえば活版印刷が 1 つの文化として，今後どうなっていくかという問題提

起をして下さいました。そのうち，コンビュータ文化も，やがて過去の文

化になって，それをどう残すかっていう議論が出てくるかもしれません。

さきほど書物の多様化と書物イメージの拡散ということを言いましたけれ

ども，あと何十年かたてば20世紀末には書物の多様化と言うのが話題にな

っていた，それも歴史的な関心だったかもしれないというふうにふりかえ

る可能性はありうるわけです。それから，荻野さんのお話もラプレーを例

にひかれて抱腹絶倒で，書物の肉感性から官能性，一番最後には死体論と

も絶妙に絡み合う非常に面白い内容でした。それから高山きんのお話も

「並べるのが好きリっていう高山先生のキーワードどおりに，書物概念

をよみがえらせるのにマニエリスムの再評価の重要性を説かれた。その点
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で荻野きんの議論とも絡み合ってくるのは一一わたしもきっき何の限定も

なしに記号論といってしまいましたけれど一ーその記号論的な発生という

のが16世紀， 17世紀のあたりから連綿とあって，それが今，後になって理

屈をつけて正当化するならば記号論的な批評理論の形で顕在化したという

実情があるからですね。やはり我々が今日，新しい理論と，思っているもの

は実は如何に長い歴史の中で徐々に目に見えるようになってきたか， とい

うことが，今回の議論を通して非常に鮮明になってきたように思います。

もう時間が差し迫っておりますけれども，せっかくこれだけのパネリス

トに参加していただいたので，やはり全体終わりったところで，各人のあ

いだで補足なりなんなりしていただきたく，ちょっと回してみたいと存じ

ますが，まずは高宮先生から如何で、しょうか。

高宮：

はい。私の場合，補足というより他の 2 人のお話を伺ってちょっと感じ

たことを述べさせていただきたいと思うのですけど，荻野きんがいわれた

ラプレーが本のタイトルを次から次へと並べていくというやり方は，あれ

は中世のレトリックの中にある，増幅法っていうんですか，ああいうもの

を，思いきりやってみて，そういう技法のくだらなさっていうのを笑っ

た，そういうふうに考えてよろしいんでしょうかね。私のやっている騎士

ロマンスですと，誰誰が現われて，誰誰と突っ込んで，戦った，と名前が

ぎーっと，何ページも出てきて現代人は何が面白いんだ，と思いますけれ

ど，要するにそこは，当時聞いている人はわくわくしていた筈ですよね。

ランスロットが次から次へと敵をなで斬りにしていくのをただ単に，騎士

の名前がズラーっと出てくるわけですけど。

荻野：

そうですね。そういう意味で当時の読者の感性は現在と違っていたでし

ょうね。確かに，名前の羅列では，ラプレーはそういう騎士物語のパロデ

ィを意識して，ランスロットなどの高名なる騎士の名前の羅列の代わり
ろくでなしきち おくの

に，料理人の羅列というのをやっています。野菜辛之介，禄出梨吉，臆野
ぴょうぞう ひきょうみれすけ

病蔵，卑怯未練介，などと続きます。ついでに渡辺一夫は自分の名前を
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かすお

パロディにして，渡辺淳夫，というのも入れています。そうやって，二百
幾つ羅列しているのはパロディ化する意図があったとは思いますが，先程

の癒癒の羅列に戻りますと、中世のフアルスに似たような例はあるんで

す。羅列といってもせいぜい100位でやめてしまうんですが、それをラプ

レーは極限まで引きのばして見せた。彼が，自分で発見した技法は殆んど

ないんですが，先行する技法を極限まで、持って行くことで、一線を越えて

しまう。直線的な読書の世界を飛び越えるためのジャンピングボードとし

て、そういう技法は存在していたのではないでしょうか。

高宮：

有難うございます。それから，高山先生の特にヴィジュアルな，あの図

をですね，ずっと拝見して行きまして感じたのは結局， cabinet of curiosｭ

ities ですね，私はがらくた箱というふうに訳しているんですけれども，

そういう文化が16, 17世紀に貴族を中心として生まれてきた，とそれでそ

れを見せびらかすというのがあったわけですけれども，ふと気がついたの

はイギリス人で， トラデスキャントっていう親子がいましたね。

高山：

ランベスという所に有名な cabinet of curiosities をつくった。

高宮：

そうそう，親子 2 代に渡って，変わったものをありとあらゆるものを集

めて，そしてそのあとカタログを出版して，そして最後は全部オックスフ

ォードに寄付するんですね。アシュモーリアンっていっ博物館に行きます

と， 日本からやってくる女性はみんなあの，ラファエロ前派の絵画を集め

た一番上のコーナーにいくんですけれどもその創立者に近いレベルで，あ

のがらくたを集めた人のコレクションがそのまま残っているんですよ。そ

こへ行くと，なるほど，こんなものまで集めたのかと，よく趣味がわかっ

て面白いんですけど，ただ貴族であれば，あるいは，お金持ちでやる気の

ある人だったら，それから，時間がある人は全て自分で集めたわけでし

よ。

高山：
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言ってしまえば画商にあたるものですよね。行商と言うのか知りません

けど，ディーラーがいて，今度こんな妙な石があって， 3 本脚の鹿がいる

けど，買うかっとかね。

高宮：

なるほど，商売として成立したと？

高山：

そのディーリングの資料はなかなか面白いですよ。

高宮：

なるほど，こういうヴイジュアルなカタログにするっていうのは，集め

られなかった人のためなのか，あるいは，自分がこれだけもっているぞと

いう一種の，なんて言うか，見せびらかしたいというそういう感覚だった

のか， 17, 18世紀に非常に多いのは，どういうふうにお考えですか。

高山：

だから，本人のためですね。

高宮：

本人の備忘録のため。

高山：

本人のみせびらかしのためですよ。だからカタログが人のために作られ

るようになるのは， 18世紀ですからね。例えば，早い話，庭がありますよ

ね。自分の庭はこんなに珍しい。だって庭がキャビネットになっちゃうわ

けだから，庭にローマの何世紀と中国の12世紀なんかが共存しているよう

な庭を，みんなが一生懸命競争して作るわけでしょ。それだって，結局一

般に公開する。それからそのためのカタロクゃを作ったのは18世紀の終わり

になってやっとなんですよね。それまでは，ジョン・イヴリンとか，その

種の不思議な人達の日記見ると面白いわけですよ。誰それの庭は何某の庭

よりパコ夕、が一つ少ないとか，多いとか，もうそういうことをぐちぐち，

何10行も，それこそ羅列じゃないけども，箇条書にして，何とかに比べて

屋根の瓦の数が一つ少ないから，こっちの方がだから金があるんだろうと

か，書いている。
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荻野：
ガーデン

そういうのは， ものが庭だけに，合点が行かないっていうんですよね。

今読んでいても（笑）。

高山：

酒落ですね（笑）。 17世紀は完全に見せびらかしっていうか，持てる人

聞の富をね，誇示するための口実だったんですね。

高宮：

いや， どうもありがとうございました。

巽：

荻野さん，いかがでしょうかね。

荻野：

伺っているうち， リニアな認識の仕方に対して何をぶつけられるかとい

う一点に収赦してくるんでコオオッていう感じだったんですけど，結論と

してマニエリスムをもう一度， というところで，私はちょっと一言付け加

えたいと思います。マニエリスムがその発展形であるところのルネサンス

よ， もう一度。

高山：

そうなんですか。

荻野：

例えばアルチンボルドに野菜を組み立てて作った人物像や，花人間があ

りますね。あれの活字版は，すでにラプレーにありまして， 「第 4 之書」

の中にカレームプルナン，精進潔斎坊という怪物が出てきます。彼の、描
アナトミー

写ではなく解剖に 3 章が割かれているんです。アナトミーは，今日のキ

ーワードだと思うんですが，当時は文学用語でもあったわけですよね。

Anatomy of Melancholy などの作品が残っている。恐らくはウ、、エサリウ

ス以来，アナトミーが実際に学問として発展していく過程で，文学にも取

り込まれていったのでしょっ。元来アナトミーは，さっきおっしゃってい

た I see.の世界だと思うんです。肉体を文節化しつつ言語化していく。先

程の養老理論でも、目で知覚することイコール認識， と見倣されていくの
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が近代における脳化であると説かれています。そういう正統なアナトミー

が進化していく一方で、，偽アナトミーとしての文学もまた発達していった

のではないでしょうか。そこでラプレーの精進潔斎坊です。例えば，彼の

体の、 「肺臓は、僧侶頭巾のょっ。心臓は僧柁のよう。縦隔膜は、鈎瓶の

よう」。まさに，アルチンボルドが野菜だけで顔を作ったような，そうい

う世界です。恐らく正統派アナトミーが出てくると同時にそういうフィク

テイブなアナトミーがでてきて，それはシュールレアリズムにおける手術

台の上でのミシンとこうもり傘の出会いに至る最初の一歩だったんじゃな

いかと。あとエンプレムにちょっと触れられていましたけど，エンプレム

が文学として流行するのもやはり 16世紀ですよね。世界を文字でエンプレ

ム化しようとする。そういうビジュアルへの希求とか，アナトミーが花開

くのはマニエリスムの頃かもしれませんが，根が張ったのは16世紀ではな

いかという気がするんですけれども。

高山：

アナトミーという概念はもともと，偽アナトミーなんてやすよね。それが

僕らが知っているようなアナトミーになるのはむしろ， 18世紀の半ばなん

であって，きっき絵を 1 枚見せたんですけど，もともと特にその文学の方

に転用されたアナトミーっていうのは雑多のものを雑多のままで受け入れ

るっていうジャンルだったわけだから。

荻野：

まあ，文学の方はそうですよね。

高山：

そうですよ。

荻野：

だから，マニエリスムをもう 1 度，に小きく，ついでに16世紀もね，と

かぎ括弧でいれておきたい、と思うわけです。

高山：

他のやつはかぎつけるな，とか（笑）。

巽：
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高山先生の方から特に何か。

高山：

そうですねえ。いやもうお 2 人のいうことはもう，そのまますっと納得

いくので，質問と言うことは，僕は特に。

巽：

高山先生の御発表自体がすでにコメントをはらんでおられますから。

高山：

年来のファンだから，荻野さんの手のうちは全部知っているわけでし

ょ。特に僕，スターンが専門だからね。それをそのままイギリスにもって

いって，イギリスはどうだったかという問題ばかりやっていた人間だか

ら。肉感性のこととかね。

荻野：

あの，スターンスがとりにくいわけですね（笑）。
高山：

『センチメンタル・ジャーニー』の研究なんかしてるとね。嫡牛の歩み

ですよ。 1 センチメートルジャーニーって誰か言っていたけど（笑）。

巽：

ほんの少し時間があります。まあ，折角先程高宮先生からもご要望があ

ったので，そろそろフロアの方からこのシンポジウムについて御質問とか

あれば。

高山：

さっきの話ね，最初に印税で食えたのは，馬琴でしょ。

荻野：

あ，そうなんですか。

高山：

だから本当に 18世紀の終りに初めて印税で食べられる作家が日本で出た

わけで。

荻野：

それで，馬琴が建てたのが，パキンカ、、ム宮殿って（笑）。
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高山．

もういいよ。あとでゆっくりね（笑）。罰金ものだ。

巽：

延々と続きそうなんですけども，皆さん，ひょっとすると圧倒きれてし

まわれたのかもしれませんが，最後にどなたか。

安東：

コメントっていうほどのものでもありませんけれど，これだけのシンポ

ジウムをやっていただいて，お札の言葉を一言申し上げたいのです。非常

に面白かった。近年，これほど面白いシンポジウムに僕はでたことがあり

ません。近頃，僕は学会のシンポジウムっていうのは，嫌でしてね。ま

ず，出席しませんね。研究発表の方もだんだん億劫になってきた。必ずし

も年のせいじゃなくてね。あのシンポジウムと構するものから，人間の肉

声が聞こえてこないんですよ。肉声のきこえてこないパロールぐらい醜悪

なものはない。それで非常にイライラしましてね。今日はしかし，本当に

皆きんの，司会も含めてね，肉声がちゃんと聞こえてきた。これはわたし

にとっては大変珍しいことなんです。それから，お話それ自身もね，僕は

まあ古い世代の人間ですが，大変に面白かった。マニエリスムっていう問

題は，なるほど，こういうものかと，私には多少私なりの概念があります

けどね，今日のお話でよく合点が行った。シンボルとエンプレムの関係と

かね，ロゴスと映像の関係も大変によくわかった。僕はずいぶん，色々な

たくさんの宿題をもらいました。今にして思うと，僕は去年イギリスに行

くときに，ちょっと金が足りませんでね， 16世紀にでたエンプレムの本を

売っちゃったんです。一寸惜しいことをしました，今考えると。高山きん

のこの図を見てましたらね，あ，これこれ，あの本の中にあったって。だ

から僕はもう，近ごろ非常によく本を売る年になりましたけどね，むやみ

に売っちゃいかんな， と思いましたね。まあ， 70歳， 75歳くらいまではあ

んまり売らない方がいいだろうと思いました。そんなことを考えて非常に

愉快に勉強きせてもらいました。どうもありがとう。

巽：
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どうもありがとうございました。結構時間も差し迫って，大変な長丁場

でしたけれども，それではシンポジウムはここまで1 ということにいたし

ます。
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